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は　　し　　が　　き

　この年報は、令和６年中の新発田地域広域事務組合消防本部管内における消防

業務の実態などを統計的に収録したもので、将来の消防業務の資料となることを

目的として編集したものであります。

　この資料を参考として、当新発田広域消防行政の実態をご理解いただき、今後

ともより一層のご支援、ご協力をいただければ幸いです。
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管　内　の　概　要

○構 成 市 町 ２市１町
○人 口 131,664人
○世 帯 数 53,588世帯
○面 積 835.58㎢
○消 防 体 制 １本部（４課）

２署３分署３出張所

市花 アヤメ
町花 ハマナス

聖籠町

新発田市

胎内市日本海

令和７年４月１日現在

市花 チューリップ

聖籠町章

新発田市章

胎内市章
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１．消防本部の位置

　新潟県北部に位置し、東に日本百名山の飯豊連峰・西に日本海を望む城下町です。

　新発田市を中心に加治川、胎内川の清流が潤す穀倉の大平野に発達した地域で、新潟東港コンビ

ナート工業地帯を有し、近くに新潟空港があり観光名所も数多く、更に日本海沿岸東北自動車道の

整備が進められ交通アクセスがとても良いエリアに構成３市町が在ります。

　所在地　　　新潟県新発田市新栄町１丁目８番３１号

　位　置　　　東経　１３９度１８分　　北緯　３７度５７分

　海　抜　　　５.３４ｍ
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8月 加治川村大字川口350番地に加治川出張所を開設

4月 職員1名採用

救急車(2Ｂ型)加治川出張所に配置

職員2名採用

9月 消防車(BD-1型)、加治川出張所に配置

各出張所に職員13名配属、消防車及び救急車各1台配置完了

11月 豊浦村町制施行

昭和49年 1月 救急車(2Ｂ型)、聖籠出張所に配置(更新)

2月 職員１名採用

10月 職員12名採用

12月

昭和46年 9月 新発田地域広域事務処理一部事務組合設立

け黒川出張所に配置

消防車(BD-1型)、豊浦出張所に配置

4月 職員21名採用

8月 職員30名採用

12月 豊浦村大字乙次字東村中353番地に豊浦出張所を開設

救急車(2Ｂ型)豊浦出張所に配置

昭和48年 1月 紫雲寺町大字稲荷岡字真野原2371番地に紫雲寺出張所を開設

初代消防長に宮住栄三郎氏就任

職員６名採用、総員82名の体制で業務を開始

6月 消防本部組織規則を制定

消防車(BD-1型)、救急車(2Ｂ型)紫雲寺出張所に配置

3月 聖籠村諏訪山1635番地4に聖籠出張所開設

消防車(BD-1型)、救急車(ジープ)１台、聖籠出張所に配置

黒川村大字黒川1643番地２に黒川出張所を開設

消防車(水槽付)及び黒川村所有の救急車(2Ｂ型)１台移管を受

黒川村)

消防本部及び新発田消防署、中条消防署設置、新発田市消防職

員45名、中条町消防職員30名、消防車両17台で広域消防に移行

4月 新発田地域広域事務処理一部事務組合消防制度発足(構成市町

村は新発田市、中条町、紫雲寺町、聖籠村、豊浦村、加治川村、

昭和47年 3月 新発田地域広域事務処理一部事務組合消防本部及び消防署の

設置及び名称並びに消防署の管轄区域を定める条例を制定

中条町並びに聖籠村から泡放射車各1台を広域消防へ管理委

２．新発田地域広域事務組合消防の沿革
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10月 日本損害保険協会から消防車(BD－1型)１台寄贈を受け、新発

と当組合の間で､消防相互応援協定を締結

6月 水害発生(新発田市で家屋床上浸水258棟、床下浸水1,164棟)

7月 聖籠町大字諏訪山字苔沼2350番地１に聖籠分署を開設

（旧出張所は同時閉鎖）

に消防本部を移転

昭和53年 3月 新発田市新栄町地内に新発田消防署建設用敷地を取得

指令車(ジープ型)２台購入し、消防本部並びに中条消防署に配

置（中条消防署は更新）

4月 豊栄市並びに阿賀北広域事務組合及び岩船地域広域事務組合

新潟県消防ポンプ操法大会ポンプ車の部で中条消防署優勝

12月 大型高所放水車(はしご車兼用型30ｍ級) １台購入し、新発田

消防署に配置

職員13名採用

新発田市中央町5丁目4番7号に広域合同庁舎新築し、同庁舎

5月 日赤新潟県支部から救急車(2Ｂ型)１台寄贈を受け、新発田消

域事務組合に改める。

消防長(事務取扱)新発田市長　富樫　会氏退任

5月 第三代消防長に横山　稔氏就任

6月 救急車(2Ｂ型)１台購入し、黒川出張所に配置(更新)

8月 聖籠村町制施行

職員２名採用

3月 救急指令装置(Ｃ型)、新発田消防署通信室に設置

4月 新潟市並びに豊栄市と当組合の間で、新潟東港地区石油コンビ

ナート等特別防災区域の消防に関する相互応援協定を締結

昭和51年 7月 新潟東港地区石油コンビナート等特別防災区域に政令指定

12月 消防長　宮住栄三郎氏退職

昭和52年 1月 第二代消防長(事務取扱)に新発田市長　富樫　会氏就任

防署に配置(更新)

9月 新潟県中条地区総合防災訓練実施

10月 新潟県から石油コンビナート防災資機材として原液搬送車1

台管理委託あり、新発田消防署に配置

 4月 職員1名採用

新発田地域広域事務処理一部事務組合の名称を新発田地域広

託あり、中条消防署及び聖籠出張所に配置

昭和50年 3月 中条町新和町2番24号に中条消防署を移転
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消防本部組織規則を一部改正、三課一室(総務課、警防課、予

防課、通信室)体制

9月 消防車(BD-1型)、豊浦出張所に配置(更新)

昭和59年 3月 新発田城南ロータリークラブから防火査察車(軽四輪ジープ

型)１台寄贈を受け、消防本部に配置

4月 指令車(ジープ型)、消防本部に配置(更新)

4月 第四代消防長に松尾匡知氏就任

職員２名採用

7月 日赤新潟県支部から救急車(2Ｂ型)１台寄贈を受け、中条消防

署に配置(更新)

8月 新潟県消防大会を中条町で実施

職員５名採用

11月 消防車(BD-1型)、中央出張所に配置(更新)

昭和58年　3月 消防長　横山　稔氏退任

張所に配置(更新)

昭和57年　3月 新発田市新栄町1丁目8番31号に新発田消防署を移転

新発田市中央町5丁目4番7号に中央出張所(旧新発田消防署)

を開設職員12名を配属し、消防車(BD-1型)２台配置

４週５休制度試行

　　10月 新潟県新発田地区総合防災訓練実施

11月 消防車(BD-1型)、聖籠分署に配置(更新)

12月 日本損害保険協会から救急車(2Ｂ型)１台寄贈を受け、豊浦出

昭和55年 10月 職員1名採用

昭和56年　1月 消防車(CD－１型)、新発田消防署に配置(更新)

6月 水害発生　(新発田市で家屋床上浸水103棟、床下浸水834棟)

署に配置(更新)

8月 新潟県消防大会を新発田市で実施

10月 日本損害保険協会から消防車(BD-1型) １台寄贈を受け、中条

消防署に配置(更新)

昭和54年 2月 大型化学車、聖籠分署に配置(新規)

普通化学車(Ⅱ型)、中条消防署に配置(更新)

4月 職員２名採用

6月 日赤新潟県支部から救急車(2Ｂ型)１台寄贈を受け、中条消防

田消防署に配置(更新)

11月 職員７名採用

12月 救急車(2Ｂ型)、新発田消防署に配置(更新)
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3月 消防長　加藤　亮氏退任

4月 第六代消防長に坂田芳雄氏就任

12月 消防車（BD－１型）、中央出張所及び加治川出張所に配置

平成 元年 1月 元号を改める政令公布「平成」を1月8日施行

2月 救急車（２Ｂ型）1台購入し、黒川出張所に配置（更新）

消防職員３名を広域事務組合事務局施設課消防設備係に出向

7月 テレホンサービス５回線増設

8月 日赤新潟県支部から救急車（２Ｂ型）１台寄贈を受け、中条消

防署に配置（更新）

昭和63年 2月 大型高所放水車(27m級) 、聖籠分署に配置(新規)

４週５休制度試行

3月 消火薬剤備蓄タンク(10ｷﾛﾘｯﾄﾙ)一基聖籠分署に設置

4月 職員の交替制勤務体制を三部制から二部制に移行

6月 連絡車(軽四輪ジープ型)、聖籠分署に配置(新規)

7月 ４週６休制度試行

12月 消防車(水槽付1,700㍑)、黒川出張所に配置(更新)

12月 救急車(2Ｂ型)、聖籠分署に配置(更新)

救助工作車、新発田消防署に配置(新規)

昭和62年 2月 消防長 松尾匡知氏退任

4月 第五代消防長に加藤　亮氏就任

昭和61年 4月 職員２名採用

テレホンサービス２回線増設

7月 指令車(四輪駆動)、中条消防署に配置(更新)

11月 消防車(BD-1型)、紫雲寺出張所に配置(更新)

12月 新発田市大字石喜字村下643番地に川東分遣所を開設職員６

名配属、消防車(BD―1型)１台配置

中条消防署管内専用電話(119番)を本部通信室で管理

専用電話(119番)全局集中管理により、出張所配置人員を13

名から10名に削減

昭和60年 5月 新発田消防署管内の専用電話(119番)を本部通信室で集中管

理し、火災等案内サービス装置(テレホンサービス)３回線設置

11月 消防車(CD―Ⅰ型)、中条消防署に配置(更新)

普通化学車(Ⅱ型)、新発田消防署に配置(更新)

7月 日赤新潟県支部から救急車(2Ｂ型)１台寄贈を受け、加治川出

張所に配置(更新)

12月 消防車(BD-1型)、新発田消防署に配置(更新)
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通信室を増築

4月 職員10名採用

9月 特別救助隊の整備

10月 救急車(2Ｂ型)、豊浦出張所に配置(更新)

平成 6年  1月 消防緊急通信指令施設(Ⅱ型)の導入により、消防本部に新たに

4月 第七代消防長に成澤　強氏就任

職員10名採用

広域構成市町村への職員派遣4名

4週8休制度実施

6月 消防緊急通信指令施設補助交付決定

消防緊急通信指令施設の整備にともなう検討委員会を設置

10月 消防士長昇任試験を実施

平成 5年  1月 4週8休制度試行

3月 消防長　坂田芳雄氏退任

消防職員の将来に向けた高齢化対策として、平成4年度から3

ヶ年計画による広域構成市町村への職員派遣を実施、初年度6

名をそれぞれ派遣

職員定数を180名に改正

5月 消防本部に連絡車(カリ－ナバン)購入

これまでの消防職員採用規則を廃止し、新しく「消防吏員任用

規程」が公布され、昇任試験制度発足

平成 4年 2月 当広域消防発足後初めての消防司令補昇任試験を実施

4月 新規職員9名採用

消防本部のみ土曜閉庁実施

5月 危険物安全協会新発田支部から消防本部へ、連絡車（カリーナ

バン）1台寄贈

10月 15ｍ級はしご付消防ポンプ自動車を、中条消防署へ配置（更新）

3月 危険物引火点試験器を消防本部に配置（新規）

4月 職員5名採用

消防本部を新発田消防署と統合するとともに、本部事務所を新

発田消防署へ移転し、4月1日付で開設

平成 2年  3月 日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ車（1,700㍑）の寄贈

を受け中央出張所に配置

8月 救急車（２Ｂ型）、新発田消防署に配置（更新）

平成 3年  1月 消防職員意見発表会が初開催

7月 4週6休制度実施
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12月 蒲原沢土石流災害地へ新潟県応援出動計画に基づき支援隊

8月 新発田地域広域事務組合消防本部消防職員委員会に関する

規則を制定

9月 新潟県･新発田市の合同総合防災訓練を新発田市で実施

11月 第１回消防職員会委員会を開催

4月 第八代消防長に森　忠三氏就任

広域構成市町村への身分替え職員３名(新発田市２名　中条町

１名)

5月 救急救命士２名

平成 8年  1月 原液搬送車(4,000㍑)、聖籠分署に配置(更新)

3月 30ｍ級はしご付消防ポンプ自動車を、新発田消防署に配置

消防車(CD―Ⅰ型)、中条消防署・中央出張所に配置(更新)

消防長　成澤　強氏退任

日赤新潟県支部から救急車（２Ｂ型）１台寄贈を受け、中条消

防署に配置（更新）

9月 第９回　新潟県消防職員駅伝大会を新発田市五十公野公園陸

上競技場で実施

11月 救急救命士誕生（1名）

30ｍ級はしご付消防ポンプ自動車を、豊浦出張所に配置（更新）

4月 広域構成市町村への身分替え職員２名(新発田市２名)

広域構成市町村への職員派遣２名

消防本部の機構を改め副参事制から課長補佐制採用

7月 救助用資機材車、中条消防署に配置

張所に配置（更新）

平成 7年  1月 阪神・淡路大震災災害地(神戸市)へ自治省消防庁からの応援

要請で、救急隊員３名救急車１台派遣(期間、平成７年１月24

日～平成７年１月29日)

3月 高規格救急車を、新発田消防署に配置(更新)

消防緊急通信指令施設(Ⅱ型)の導入に伴ない、消防本部に新た

に通信室を通信指令室に改め運用を開始

7月 日赤新潟県支部から救急車（２Ｂ型）１台寄贈を受け、紫雲寺

出張所に配置（更新）

10月 新発田信用金庫から救急車（２Ｂ型）１台寄贈を受け、中央出

広域構成市町村への身分替え職員５名(新発田市２名　中条町

１名　聖籠町１名　豊浦町１名)

構成市町村への職員派遣４名
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9月 消防ポンプ自動車(CD―Ⅰ型)、新発田消防署に配置(更新)

平成12年 4月 消防本部組織規則を一部改正、二課一室（総務課・防災課・通

12月 消防車(CD―Ⅰ型)、聖籠分署に配置(更新)

平成11年 2月 水槽消防ポンプ自動車(Ⅰ－Ｂ型)、新発田消防署に配置(更新)

救急救命士６名

4月 救急救命士７名

救急救命士４名

指令車１台購入し、中条消防署に配置(更新)

6月 救急救命士５名

10月 救急車(2Ｂ型)、聖籠分署に配置(更新)

査察車、消防本部に配置(更新)

査察車、新発田消防署に配置(更新)

平成10年 3月 自治体消防５０年記念、全国消防職員綱引大会優勝

4月 広域構成市町村への派遣職員(加治川村)1名、広域消防に復帰

5月 新発田消防署補助訓練塔新設

6月 会計検査院第１局大蔵検査が、新発田市、中条町、聖籠町で実

施

7月 指揮車、消防本部に配置(更新)

職員３名採用

広域事務組合事務局から身分替え職員１名

広域構成市町村への身分替え職員２名(新発田市１名　中条町

１名)

広域構成市町村への職員派遣３名、広域消防に復帰(新発田市

１名　紫雲寺町１名　黒川村１名)

2月 化学消防ポンプ自動車(Ⅰ型)、中条消防署に配置(更新)

3月 消防長　森　忠三氏退任

4月 第九代消防長に畠山邦安氏就任

救急救命士３名

平成 9年  1月 ロシア船籍ナホトカ号重油流出事故に、構成市町村の自主的な

ボランティア活動と並行し、パトロール及び油塊回収作業を

実施。延べ日数５０日間　延べ人数246名(H9.1.13～3.7)

新発田消防署訓練塔の全面改修工事を実施

及び指揮隊として、車輌３台職員１２名を派遣

　第２次派遣隊～支援隊５名指令車(H8.12.9～12.11)

　第６次派遣隊～指揮隊２名資機材搬送車(H8.12.13～12.15)

　　　　　　　　支援隊５名救助工作車(H8.12.13～12.15)
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救急車（Ⅱ課程対応）中央出張所に配置（更新）

8月 服制基準改正被服貸与全て終了

5月 救急救命士12名

7月 新発田市・豊浦町合併

(構成市町村は新発田市、中条町、紫雲寺町、聖籠町、加治川

村、黒川村)

12月 救急救命士11名

平成15年 2月 高速自動車国道日本海沿岸東北自動車道中条インター開通

水槽付消防ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車(Ⅰ－Ａ型)加治川出張所に配置（更新）

4月 職員4名採用

9月 指揮隊車、新発田消防署に配置（更新）

10月 連絡車(普通ワゴン車)中条消防署に配置(新規)

高速自動車国道における救急車（Ⅱ課程対応）を、新発田消防

署に配置(新規)

5月 救急救命士10名

6月 高速自動車国道日本海沿岸東北自動車道聖籠・新発田インター

開通

8月 エアーテント1張り消防本部に配置(新規)

12月 救助工作車(Ⅱ型)、新発田消防署に配置(更新)

救急車（Ⅱ課程対応）を、黒川出張所に配置（更新）

平成14年 1月 「新発田地域広域消防本部」インターネットホームページ開設

4月 職員３名採用

防団、県防災ヘリ出場)

9月 水槽消防ポンプ自動車(Ⅰ－Ａ型)、紫雲寺出張所に配置(更新)

救急救命士９名

10月 大型化学車消防ポンプ自動車(Ⅱ型)、聖籠分署に配置(更新)

5月 会計検査院第１局財務検査課が、新発田市、豊浦町で実施

6月 危険物安全協会新発田支部から消防本部へ連絡車１台寄贈

野積みタイヤの火災(紫雲寺町地内)発生、廃タイヤ65,000本

焼き、発生から11時間後の午前6時30分鎮火。(近隣町村消

救急救命士８名

平成13年 3月 消防長　畠山邦安氏退任

4月 第十代消防長に安達健一氏就任

職員４名採用

信室）体制

6月 高規格救急車を、中条消防署に配置(更新)
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平成18年 4月 職員9名採用

救急救命士15名

5月 救急救命士17名

（構成市町は新発田市・胎内市・聖籠町）

胎内市発足に伴い中条消防署から胎内消防署に名称変更

消防本部組織規則を一部改正

10月 第19回　新潟県消防職員駅伝大会を新発田市五十公野公園

陸上競技場で実施

7月 新発田地域広域事務組合火災予防条例の一部改正

広域議会議員再編成実施（構成は首長・各市町村会議員代表）

8月 高規格救急車を新発田署に配置（更新）

9月 中条町・黒川村合併（新市は胎内市）

消防本部組織規則を一部改正、三課一室(総務課、警防課、

予防課、通信室)体制

5月 新発田市・紫雲寺町・加治川村合併

（構成市町村は新発田市・中条町・聖籠町・黒川村）

救急救命士14名

平成17年 3月 消防長　佐藤正平氏退任

4月 第十二代消防長に内本　隆氏就任

職員４名採用

職員の交代制勤務体制を二部制から三部制に移行

派遣（H16.7.13～7.16）

　10月 10.23新潟県中越地震応援出動（長岡市）支援隊（消防隊）

2隊10名（救急隊）11隊33名（警防隊）2隊8名を派遣（H16.10.23

～11.12）

　　　11月 救急車（Ⅱ課程対応）豊浦出張所に配置（更新）

職員３名採用

被服貸与点数制の試行

5月 新発田地域広域事務組合事務決裁規程の一部改正

7月 7.13新潟豪雨水害応援出動（三条市）支援隊（救助隊）6隊28名を

救急救命士13名

平成16年 2月 化学消防車（災害対応特殊化学車Ⅱ型）新発田署に配置（更新）

3月 消防長　安達健一氏退任

4月 第十一代消防長に佐藤正平氏就任

11月 冬山救助資機材一式購入

消防車(ＣＤ－Ⅰ型)中央出張所に配置（更新）
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11月 救急普及啓発広報車（財団法人救急振興財団より寄贈）を中央

出張所に配置（新規）

12月 水槽付消防ポンプ自動車(Ⅰ－Ａ)を黒川出張所に配置（更新）

新潟東港石油コンビナート地区大容量泡放射システム配備完了

７月 高速自動車国道日本海沿岸東北自動車道中条IC ～ 荒川・胎内

インター開通

9月 職員3名採用

3月 消防本部庁舎北側外壁改修工事

予防査察車（軽自動車）消防本部に配置（更新）

4月 職員10名採用

救急救命士24名

平成21年1月 新発田署車庫増設（資機材搬送車）

2月 資機材搬送車（小型移動式クレーン付トラック）新発田消防署

に配置(新規)

消防本部事務室冷暖房機取替修繕工事完了

消火隊1隊5名、救助隊1隊5名、後方支援1名

9月 通信指令システム部分更新～主な内容

①    自動出動指定装置　②指令台液晶表示装置

③    コムボード（119番代表・専用回線・指令回線等の受付、

無線統制装置）

平成20年4月 職員8名採用

5月 救急救命士22名

6月 岩手・宮城内陸地震被災地へ緊急消防援助隊として派遣

消火隊1隊5名、救急隊5隊15名、救助隊5隊26名を派遣

（7.16～7.25）

10月 消防本部屋上防水改修工事

12月 救助工作車を胎内署に配置（更新）

職員9名採用

5月 救急救命士19名

通信指令室の気象観測装置を更新

7月 7.16新潟県中越沖地震応援出動

全国消防長会　危険物委員会を新発田市月岡（ホテル華鳳）で

開催

平成19年3月 消防長　内本　隆氏退任

4月 第十三代消防長　今村正博氏就任

10月 救急車（高規格対応）を聖籠分署、加治川出張所に配置（更新）
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4月 職員10名採用

救急救命士35名

10月 新潟県ドクターヘリ運航開始

広域管内65箇所にランデブーポイントを指定

平成25年2月 水槽付消防ポンプ自動車（I-A型、CAFS装置付）を中央出張所

に配置(更新)

救助隊2隊10名、後方支援隊2隊2名（5月25日～5月27日）

6月 人員搬送車（タンレイ工業株式会社より寄贈）を聖籠分署に

配備（新規）

9月 新発田消防署東側に緊急退出路を設置

4月 第十五代消防長　髙山正成氏就任

職員11名採用

救急救命士32名

5月 八箇峠トンネル爆発事故（南魚沼市）応援出動

消火隊1隊4名、救助隊1隊4名、後方支援隊1隊2名（7月30日）

12月 高規格救急車（社団法人日本損害保険協会より寄贈）を中央

出張所に配備（更新）

平成24年3月 消防長　長谷川孝志氏退任

消火隊13隊57名、救助隊8隊47名（3月11日～5月5日）

4月 職員9名採用

救急救命士29名

7月 新潟・福島豪雨応援出動

新発田消防本部訓練塔改修工事

胎内消防署庁舎改築工事

3月 3.11東日本大震災被災地（宮城県石巻市）へ緊急消防援助隊

として派遣

月岡（ホテル華鳳）で開催

9月 職員4名採用

12月 消防本部庁舎西側外壁改修工事

平成23年2月 聖籠分署庁舎改築工事

消防本部庁舎南側外壁改修工事

4月 第十四代消防長　長谷川孝志氏就任

職員5名採用

救急救命士26名

全国消防長会東北支部役員会・常任理事会・総会を新発田市

平成22年3月 消防長　今村正博氏退任
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大型化学高所放水車を聖籠分署に配置（更新）

統合型個別情報通知システムを通信指令室に導入（新規）

新発田消防９（支援車）を新発田消防本部に配置（更新）

消防ポンプ自動車(CD-1型)を新発田消防署に配置(更新)

指揮隊車を新発田消防署に配置（更新）

職員7名採用

救急救命士41名

7月 中央出張所改築工事（～平成29年7月）

平成28年2月

高規格救急車を新発田消防署に配置（更新）

3月

消防長　増子信一氏退任

平成28年4月 第十七代消防長　近藤憲久氏就任

平成29年1月 高規格救急車を黒川出張所に配置（更新）

消防ポンプ自動車(CD―Ⅰ型)、胎内消防署に配置(更新)

4月 職員6名採用

救急救命士44名

中央分署長を日勤とし、１９名体制とする

7月 中央出張所を分署化し中央分署とし運用開始

2月

4月 職員8名採用

救急救命士38名

大型化学高所放水車を緊急消防援助隊に新規登録

胎内救急１を緊急消防援助隊に新規登録

消防救急デジタル無線運用開始

9月

10月

12月

平成27年1月 高規格救急車を胎内消防署に配置（更新）

平成26年3月 消防長　髙山正成氏退任

4月 第十六代消防長　増子信一氏就任

職員9名採用

救急救命士37名

　　　　　　②移動局、署所端末受令機整備

　　　　　　③指令台整備

8月 消防本部・新発田消防署庁舎耐震工事（～平成26年1月）

胎内消防署庁舎耐震工事（～平成25年12月）

聖籠分署庁舎耐震工事（～平成25年11月）

5月 消防救急デジタル無線更新工事（～平成26年3月）

【主な内容】①基地局建設（大峰山、赤谷、胎内平）
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 4月

開設する

高規格救急車を川東出張所に配置（新規）

令和5年3月 消防長　髙橋広基氏退任

第二十代消防長　椿芳行氏就任　　　4月

化学消防ポンプ自動車(Ⅰ型)、胎内消防署に配置(更新)

消防ポンプ自動車(CD―Ⅰ型)、川東出張所に配置（更新）

多目的消防ポンプ車(CD-Ⅱ型)、胎内消防署に配置（更新）

救急救命士48名

           3月

           4月

紫雲寺出張所と加治川出張所を統合し、新発田市釜杭地内に

　　　     4月

さくら分署を開設する

    令和2年1月 高規格救急車を聖籠分署に配置（更新）

消防ポンプ自動車(CD―Ⅰ型)、聖籠分署に配置（更新）

職員4名採用

　　　　　12月

    令和4年1月

　　　　　 4月

多目的消防ポンプ車(CD-Ⅱ型)、豊浦出張所に配置（更新）

高規格救急車をさくら分署に配置（更新）

職員3名採用

救急救命士53名

職員4名採用

    令和3年1月

救急救命士51名

川東分遣所を閉鎖し、新発田市下羽津地内に川東出張所を

 平成30年3月 救助工作車を新発田署に配置（更新）

消防長　近藤憲久氏退任

第十八代消防長　古山弘氏就任

職員7名採用

連絡車を消防本部に配置（更新）            9月

台風19号被災地（長野県長野市）へ緊急消防援助隊として派遣

救助隊5名、水難救助隊5名、後方支援1名（10月13日～15日）

           10月

中央分署長を当直勤務とし、18名体制とする

高規格救急車を豊浦出張所に配置（更新）

高規格救急車（伊藤二作氏より寄贈）を中央分署に配置（更新）

消防長　古山弘氏退任

  　　　 4月

救急救命士46名

 平成31年2月

　　　　 3月

第十九代消防長　髙橋広基氏就任

職員7名採用

救急救命士45人

    令和元年5月 元号を改める政令公布「令和」を5月1日施行
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地）に伴い、各小隊4名体制で運用開始

豊浦出張所移転改築（新発田市乙次地内　豊浦中学校プール跡

職員7名採用

救急救命士57名

　　　6月

職員定数を190名に改正

査察車を胎内消防署に配置（更新）

　　　8月 資器材搬送車（新発田中央ロータリークラブより寄贈）を新発田

消防署に配置（新規）

令和6年1月

消防ポンプ自動車(CD―Ⅰ型)、胎内消防署に配置（更新）

消防ポンプ自動車(CD―Ⅰ型)、豊浦出張所に配置（更新）

指揮隊車を胎内消防署に配置（更新）

　　　3月

1.1能登半島地震被災地（石川県輪島市）へ緊急消防援助隊と

して派遣

消火隊7隊34名、救急隊4隊12名（1月1日～15日）

職員9名採用

高規格救急車をさくら分署に配置（更新）

救急救命士60名

大船渡山林火災被災地（岩手県大船渡市）へ緊急消防援助隊と

して派遣

消火隊8隊32名（2月27日～3月10日）

令和7年2月 水槽付消防ポンプ自動車（I-A型）、新発田消防署に配置（更新）

高規格救急車（新発田信用金庫寄贈）を中央分署に配置（更新）

第二十一代消防長　髙橋孝美氏就任　　　4月

救急救命士63名

消防本部組織規則を一部改正し、通信指令室を指令課に改める

職員3名採用

規程の一部を改正し、一斉仮眠を開始（通信勤務員を除く）

　　　4月

新発田地域広域事務組合消防職員の勤務時間等の特例に関する

　　　3月 消防長　椿芳行氏退任
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3 ．

（ 1 ）

（ 2 ）

（ 3 ）

（ 4 ）

（ 5 ）

（ 6 ）

（ 7 ）

組合消防機構図

消防庁舎の現況

歴代の消防長

構 成 市 町 ・ 管 内 情 勢

管内人口 ・ 面積等

消防施設等に対する割合

消防力の整備指針と現況

管内消防本部・署・分署・

出張所の配置図



184 名 ２署、３分署、３出張所 10 台

　　　　（人）      （世帯）

4.5 716 291 104.4 16,458 6,699 83.6 13,166 5,359

       （ K㎡）　　　　（人）      （世帯）       （K㎡）　　　　（人）

令和７年４月１日現在

消防職員１人に対する 消防署所１に対する 消防ポンプ１台に対する

面　　積 人　　口 世 帯 数 面　　積 人　　口 世 帯 数 面　　積 人　　口 世 帯 数

     （ 世帯）        （K㎡）

（２)　消防施設等に対する割合

胎 内 市 264.89 26,549 10,855 100

聖 籠 町 37.58 13,958 5,122 371

計 835.58 131,664 53,588 158

新 発 田 市 533.11 91,157 37,611 171

（１)　管内人口 ・ 面積等

令和７年４月１日現在

市 町 名
面　　　　積 人　　　　口 世　 帯　 数 人 口 密 度

（K㎡） （人） （世帯） （１K㎡当り）（人）
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63

115

隊員数 45

5

15 12 -3 80

 
救
急
隊
設
置
状
況

専
　
任

隊数 5

隊員数 45

充足率（％）指　　針 現　　有 比　　較

救
急
有
資

格
者
数

救命士

250h

兼
　
任

隊数

184 -114

1 1 100

救
助
隊
設
置
状
況

省
令
第
3
条

省
令
第
4
条

隊数

隊員数

隊数

隊員数

15 12 -3 80

1 1 100

61.7

（３）　消防力の整備指針と現況

令和７年４月１日現在

区 分

8 8 100

人 員

動力消防ポンプ 12 12 100

298

署 所 数
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No 　本部、署 　分署、出張所

1 　本　部 　――――

2 　新発田消防署 　――――

3 　聖籠分署

4 　中央分署

5 　さくら分署

6 　豊浦出張所

7 　川東出張所

8 　胎内消防署 　――――

9 　黒川出張所

（４）　管内消防本部、署、分署、出張所の配置図
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 TEL   0254-22-3789

 TEL   0254-22-9073

 TEL   0254-22-8096

 TEL   0254-22-1119

 TEL・FAX 0254-27-2500

 TEL　0254-26-6710
 FAX  0254-26-0360

 TEL  0254-24-2116
 FAX  0254-24-2117

 TEL・FAX 0254-24-4615

 TEL・FAX 0254-25-3200

 TEL・FAX 0254-47-2467TEL 0254-43-3311
FAX 0254-43-3820

中央分署

さくら分署

豊浦出張所

川東出張所

胎内消防署 黒川出張所

FAX 0254-26-6690

（５）　組合消防機構図

総務課

管
理
者

副
管
理
者

消
防
本
部

警防課

TEL 0254-22-1119(代表)

予防課

会
計
管
理
者

指令課

新発田消防署 聖籠分署
TEL 0254-22-3701

FAX 0254-26-6690
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延面積 敷地面積 設　置 建　築

㎡ ㎡ 年月日 年月日

消 防 本 部 RC一部S 昭和 昭和

新 発 田
消 防 署

2階建 23.3.30 57. 3.30

RC一部S 昭和 昭和

2階建 41.4.1 50. 3.20

R C 昭和 昭和

2階建 48.4.1 53. 6.30

S 昭和 平成

2階建 57.4.1 29.7.10

R C 令和 令和

2階建 2.4.1 2.3.10

S 令和 令和

平屋建 5.6.1 5.5.31

S 令和 令和

平屋建 3.4.1 2.12.22

R C 昭和 昭和

平屋建 48. 4. 1 48. 3.31

黒 川 出 張 所 胎内市黒川１６４３－２ 109 782

438.39 1,938.07

豊 浦 出 張 所 新発田市乙次５０番地 328.6

　　　　　５丁目４番７号
中 央 分 署

新発田市中央町

233.09 472.57

さ く ら 分 署 新発田市釜杭３２４番地 368.34 1,122.40

1,005.77

川 東 出 張 所
新発田市下羽津
　　　　　１９０８番地

（６）　消防庁舎の現況

名　称 所　　在　　地 構　造

新発田市新栄町
1,529.75 6,701.89

　　　　１丁目８番３１号

胎 内 消 防 署 胎内市新和町２番２４号 683.8 1,985.2

聖 籠 分 署 541 1,890.43
　　　　　２３５０番地１
聖籠町大字諏訪山
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初　代　消　防　長 宮　住　栄三郎　氏 （昭和４６年　４月～昭和５１年１２月）

第２代　消　防　長 富　樫　　　会　氏 （昭和５２年　１月～昭和５２年　４月）

第３代　消　防　長 横　山　　　稔　氏 （昭和５２年　５月～昭和５８年　３月）

第４代　消　防　長 松　尾　匡　知　氏 （昭和５８年　４月～昭和６２年　２月）

第５代　消　防　長 加　藤　　　亮　氏 （昭和６２年　４月～平成　元年　３月）

第６代　消　防　長 坂　田　芳　雄　氏 （平成　元年　４月～平成　５年　３月）

第７代　消　防　長 成　澤　　　強　氏 （平成　５年　４月～平成　８年　３月）

第８代　消　防　長 森　　　忠　三　氏 （平成　８年　４月～平成　９年　３月）

第９代　消　防　長 畠　山　邦　安　氏 （平成　９年　４月～平成１３年　３月）

第10代  消　防　長 安　達　健　一　氏 （平成１３年　４月～平成１６年　３月）

第11代  消　防　長 佐　藤　正　平　氏 （平成１６年　４月～平成１７年　３月）

第12代  消　防　長 内　本　　　隆　氏 （平成１７年　４月～平成１９年　３月）

第13代  消　防　長 今　村　正　博　氏 （平成１９年　４月～平成２２年　３月）

第14代  消　防　長 長 谷 川　孝 志　氏 （平成２２年　４月～平成２４年　３月）

第15代  消　防　長 髙　山　正　成　氏 （平成２４年　４月～平成２６年　３月）

第16代  消　防　長 増　子　信　一　氏 （平成２６年　４月～平成２８年　３月）

第17代  消　防　長 近　藤　憲　久　氏 （平成２８年　４月～平成３０年　３月）

第18代  消　防　長 古　山　　弘　　氏 （平成３０年　４月～平成３１年　３月）

第19代  消　防　長 髙　橋　広　基　氏 （平成３１年　４月～令和　5年　 3月）

第20代  消　防　長 椿　　　芳　行　氏 （令和　５年　４月～令和　７年　3月）

第21代  消　防　長 髙　橋　孝　美　氏 （令和　７年　４月～　　　　　　　 ）

歴　代　の　消　防　長

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

消
防
人
訓

一
、
消
防
人
は
常
に
規
律
を
厳
正
に
し
心
身
の

鍛
錬
、
技
能
の
練
磨
に
努
め
る
こ
と

二
、
消
防
人
は
常
に
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
り
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
あ
ら
ゆ
る

災
害
か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守

る
こ
と

三
、
消
防
人
は
常
に
知
性
と
愛
と
行
動
を
た
か

め
、
住
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
こ
と
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4 ．

（ 1 ）

（ 2 ）

（ 3 ）

（ 4 ）

（ 5 ）

（ 6 ）

（ 7 ）

職員研修受講状況

職員資格取得状況

財 政 ・ 事 業 ・ 職 員

消防予算

人口 ・ 世帯に対する割合

職員及び配置現在員調

職員年齢別調

職員勤続年数調



（ 歳　入 ）

分担金及び負担金 2,502,840 1,959,381 543,459

使用料及び手数料 10,027 9,768 259

国 庫 支 出 金 0 13,665 △ 13,665

財 産 収 入 1 1 0

繰 入 金 90,000 0 90,000

繰 越 金 5,376 42,612 △ 37,236

諸 収 入 3,502 4,533 △ 1,031

組 合 債 2,996,200 799,800 2,196,400

歳　 入 　合 　計 5,607,946 2,829,760 2,778,186

（ 歳　出 ）

消 防 管 理 費 30,199 30,148 51

常 備 消 防 費 1,779,576 1,672,235 107,341

消 防 施 設 費 499,901 287,466 212,435

新庁舎整備事業費 3,118,397 683,452 2,434,945

公債費 （元金） 153,625 149,417 4,208

公債費 （利子） 25,248 6,042 19,206

予 備 費 1,000 1,000 0

歳　 出 　合 　計 5,607,946 2,829,760 2,778,186

千円 千円 千円 千円

5,607,946 30,199 1,779,576 499,901

　　　  管内人口     　  　131,664人     管内世帯　　     53,588世帯

人口一人当たり  　 　  42,593円　　　　　　一世帯当たり　  　104,649円

令和７年４月１日現在

消 防 費 予 算 額
内　　　　　　　　　　　　　　訳

消 防 管 理 費 常 備 消 防 費 消 防 施 設 費

（２）　人口・世帯に対する割合

（１）　消 防 予 算

（ 単位 ： 千円 ）

区　　　　　　分 令和７年度当初予算額 前 年 度 当 初 予 算 額 比　　　　　　較

（ 単位 ： 千円 ）

区　　　　　　分 令和７年度当初予算額 前 年 度 当 初 予 算 額 比　　　　　　較
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190

184 1 6 27 28 55 31 34 2

30 1 4 10 3 5 1 4 2

1 1

1 1

8 1 3 3 1

5 1 2 1 1

5 1 2 1 1

10 1 3 2 4

117 1 12 19 38 20 27

38 1 3 10 8 7 9

19 3 1 7 5 3

18 2 2 8 6

18 2 1 8 4 3

12 1 2 5 1 3

12 1 3 2 3 3

37 1 5 6 12 10 3

28 1 4 5 8 8 2

9 1 1 4 2 1

川 東 出 張 所

胎
内
消
防
署
管
内

小　　　　計

胎 内 消 防 署

黒 川 出 張 所

小　　　　計

新

発

田

消

防

署

管

内

新 発 田 消 防 署

聖 籠 分 署

さ く ら 分 署

中 央 分 署

豊 浦 出 張 所

定　　　　員

実　　　　員

警 防 課

予 防 課

指 令 課

消
 
防
 
本
 
部

小　　　　計

消 防 長

次 長

総 務 課

　（３）職員及び配置現在員調
令和７年４月１日現在

階級等
計 消防監

消　防
司令長

消　防
司  令

消  防
司令補

消  防
士  長

消　防
副士長

消防士
事　務
職　員  署所別等

24



184 1 6 27 28 55 31 34 2

25 才未満 24 24

25才～30 　 〃 27 16 10 1

30才～35 　 〃 36 23 13

35才～40 　 〃 30 5 23 2

40才～45 　 〃 29 6 15 8

45才～50 　 〃 10 7 3

50才～55 　 〃 20 4 11 4 1

8 1 2 3 1 1

184 1 6 27 28 55 31 34 2

5 年未満 28 26 2

 5年～10 　 〃 24 1 15 8

10年～15 　 〃 42 28 14

15年～20 　 〃 41 5 10 24 2

20年～25 　 〃 17 4 12 1

25年～30 　 〃 3 3

30年～35 　 〃 27 1 6 15 5

2 1 1

消  防
士  長

消　防
副士長

消防士
事　務
職　員

計

消　防
司　令

消  防
司令補

35年以上

区　　　　　　分 計 消防監
消  防
司令長

令和７年４月１日現在

（４）　職員年齢別調

令和７年４月１日現在

区　　　　　　分 計 消防監
消　防
司令長

消　防
司　令

消　防
司令補

消  防
士  長

消  防
副士長

消防士
事　務
職　員

計

55才以上

（５）　職員勤続年数調
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1

1 １
（上級）

1 1

1

1 1

1 1

1

4 4 3 7 7

中止
（コロナ）

休止 2 休止 3

2 休止

2 2 2 2 2

休止 2 2 休止 3

2 休止 2 1 休止

2 2 休止 2 3

2 2 2 3 3

休止 休止 2 休止 2

中止
（コロナ）

2 休止 2 休止

中止
（コロナ）

休止 2 2 2

2 2 2 1 2

1 1 1 1 1

1 1 1

救 助 科

初 任 科

専
　
科
　
教
　
育

警 防 科

特 殊 災 害 科

３年度
区 分

新 任 消 防 長 科

幹 部 科

警 防 科

救 急 科

危 険 物 科

消
防
大
学
校

新
　
 
潟
 
　
県
 
　
消
 
　
防
 
　
学
 
　
校

救 急 科

（６）　職員研修受講状況

年 度 別

救
急
救
命

研
修
所

救 急 救 命 士 研 修

指 導 救 急 救 命 士

予 防 査 察 科

危 険 物 科

火 災 調 査 科

幹
部
教
育

初 級 幹 部 科

中 級 幹 部 科

特
別
教
育

操 法 審 査 員 研 修

気 管 挿 管 ・ 薬 剤 投 与 講 習

初任
教育

高 度 救 助 コ ー ス

火 災 調 査 科

２年度 ６年度

予 防 科

救 助 科

４年度 ５年度
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184 第 １ 類 1

5 第 ２ 類

161 第 ３ 類

11 第 ４ 類 3

第 ５ 類

5 第 ４ 類 3

110 第 ５ 類

63 第 ６ 類 10

172 第 ７ 類 2

6 第 １ 種

甲
種

2 第 ２ 種

１ 類 2 １　級

２ 類 1 １　級 3

３ 類 3 ２　級 39

４ 類 160 特　殊 23

５ 類 3 アセチレン 68

６ 類 5 ア ー ク 3

128 防 火 査 察 90

118 消防用設備等 31

危 険 物 28

78 ３級（Ｃ）

6 ２級（Ｇ）

潜 水 士

移 動 式 ク レ ー ン

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

自 動 車 整 備 士

溶接技能講習修了者

足 場 組 立 作 業 主 任 者

無 線 技 士

特 殊 無 線

アマチュア無線

玉 掛 技 能 講 習 修 了 者

危険物取扱者

乙

種

予防技術検定資格者

小 型 船 舶 操 縦 士

建 築 士

消防設備 点検資格

（７）　職員資格取得状況

令和７年４月１日現在

自動車運転免許

普　　通

甲
　
　
　
　
　
種

中　　型

大　　型

大型Ⅱ種

救
急
隊
員
資
格

救 急 Ⅰ 課 程 修 了

救急Ⅰ・Ⅱ課程修了

救 急 標 準 課 程 修 了

救 急 救 命 士

消
　
防
 
設
 
備
 
士

乙
　
種
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5 ．

（ 1 ）

（ 2 ）

（ 3 ）

消 防 車 両

消防自動車等配置状況

小型動力・可搬ポンプ保有台数

消防自動車等現有一覧表



41 32 2 8 2 1 2 1 1 2 10 3 9 2 1 5 1

6 1 1 5 1 3 1

小 計 25 22 1 6 1 1 1 1 1 1 8 1 3 2 1

新発田消防署 10 7 1 1 1 1 1 1 1 3 2 1

聖 籠 分 署 4 4 1 1 1 1

中 央 分 署 3 3 1 2

さ く ら 分 署 3 3 1 2

豊 浦 出 張 所 3 3 1 1 1

川 東 出 張 所 2 2 1 1

小 計 10 9 1 2 1 1 1 2 1 1 1

胎 内 消 防 署 8 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1

黒 川 出 張 所 2 2 1 1

台　数

（２）小型動力・可搬ポンプ保有台数

新発田消防署 胎内消防署 合　　計

２台 １台 ３台

胎
内
消
防
署

救

急

車

指

令

車

計

資

機

材

搬

送

車

多

目

的

消

防

車

梯

子

車

化

学

車

大

型

化

学

高

所

放

水

車

原

液

搬

送

車

救

助

工

作

車
   所　属　別

計

消 　 防　  本  　部

新
　
発
　
田
　
消
　
防
　
署

（１）　消防自動車等配置状況

令和７年４月１日現在

　　　　車　種　別

計

消　防　自　動　車　等 そ　の　他

計

普

通

ポ

ン

プ

車

水

槽

付

消

防

車

人

員

搬

送

車

救

急

普

及

啓

発

広

報

車

広

報

・

査

察

・

連

絡

車
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年　　式 種　　　　別
(年） (名） 製作所 形　式 級別

ト ヨ タ 1997 指揮車 8

ス ズ キ 2009 査察車 4

日 産 2014 査察車 5

ホ ン ダ 2019 連絡車 5

日 産 2009 救急普及啓発広報車 7

ト ヨ タ 2012 人員搬送車 21

ト ヨ タ 2016 指揮車 6

日 野 2016 ポンプ車 日本機械工業 ２段タービン Ａ２ 5

日 野 2025 水槽付消防車 長野ポンプ ２段タービン Ａ２ 水　3,000ℓ 6

日 野 1996 ３０ｍ級はしご車 モリタ ２段タービン Ａ２ 6
水　 1,300ℓ
薬剤　  500ℓ

日 野 2018 救助工作車 6

ト ヨ タ 2016 査察車 8

日 産 2016 高規格救急車 7

い す ゞ 2009 資機材搬送車 積載量2250ｋｇ 3

日 産 2023 資機材搬送車 積載量350kg 2

日 野 2020 水槽付消防車 長野ポンプ ２段タービン Ａ２ 水　1,500ℓ 5
泡消化剤
4,000ℓ

泡消化剤
1,800ℓ

ト ヨ タ 2019 高規格救急車 7

日 野 2013 水槽付消防車 モリタ
高圧２段バラン

スタービン Ａ２ 水　1,500ℓ 6

日 産 2025 高規格救急車 7

ト ヨ タ 2019 高規格救急車 7

日 野 2003 水槽付消防車 ＧＭいちはら ２段タービン Ａ２ 水　1,500ℓ 6

ト ヨ タ 2024 高規格救急車 7

ト ヨ タ 2021 高規格救急車 7

日 野 2024 水槽付消防車 長野ポンプ ２段タービン Ａ２ 水　1,500ℓ 5

日 野 2021 多目的ポンプ車 モリタ
シングル
ボリュート Ａ２ 水　900ℓ 6

日 産 2019 高規格救急車 7

日 野 2023 水槽付消防車 長野ポンプ ２段タービン Ａ２ 水　1,500ℓ 5

日 産 2021 高規格救急車 7

ト ヨ タ 2024 指令車 6

日 野 2017 ポンプ車 モリタ ２段タービン Ａ２ 5

日 野 2024 水槽付消防車 長野ポンプ ２段タービン Ａ２ 水　1,500ℓ 5

日 野 2020 多目的ポンプ車 モリタ
シングル
ボリュート Ａ２ 水　900ℓ 6

水 　1，250ℓ
薬剤　  300ℓ

日 野 2007 救助工作車 6

ト ヨ タ 2015 高規格救急車 7

日 産 2023 連絡車 7

日 野 2009 水槽付消防車 モリタ
高圧２段バラン

スタービン Ａ２ 水　1,500ℓ 6

日 産 2016 高規格救急車 7

Ａ２ 5

黒
川

2023 化学車 モリタ
シングル
ボリュート日 野

さ
く
ら
分
署

豊
浦

川
東

胎
 

内
 

署

中
央
分
署

原液搬送車 シバウラ （可搬） Ｂ３
聖
籠
分
署

大型化学高所車 モリタ ２段タービン Ａ１

3

日 野 2014

三 菱 1996

3

6

本
　
部

新
　
発
　
田
　
署

日 野 2004 化学車 モリタ ２段タービン Ａ2

（３）　消防自動車等現有一覧表

令和７年４月１日現在

車 名
ポ　　　　ン　　　　プ

積載量 定員
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6 ．

（ 1 ）

（ 2 ）

（ 3 ）

（ 4 ）

（ 5 ）

通 信 指 令

消防通信施設の状況

無線設備

緊急通報等受付状況

気象警報等の発令状況

気象状況



合
計

大

峰

山

基

地

局

胎

内

平

基

地

局

赤

谷

基

地

局

消

防

本

部

新

発

田

消

防

署

胎

内

消

防

署

聖

籠

分

署

中

央

分

署

さ

く

ら

分

署

豊

浦

出

張

所

黒

川

出

張

所

川

東

出

張

所

2 2

8 8

12 4 1 1 1 1 1 1 1 1

19 10 1 2 1 1 1 1 1 1

3 3

1 1

10 3 1 1 1 1 1 1 1

2 2

1 1

40 21 8 9 2

38 3 9 8 5 3 3 3 2 2

15 1 3 3 1 2 2 1 1 1

2 1 1

1 1

20 4 5 5 1 1 1 1 1 1

基地局 3 1 1 1

固定局 2 1 1

車載 38 3 9 8 5 3 3 3 2 2

携帯 47 10 10 9 5 3 3 3 2 2

車載 38 3 9 8 5 3 3 3 2 2

携帯 47 10 10 9 5 3 3 3 2 2

車載 38 3 9 8 5 3 3 3 2 2

携帯 47 10 10 9 5 3 3 3 2 2

車載 38 3 9 8 5 3 3 3 2 2

携帯 47 10 10 9 5 3 3 3 2 2

車載 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

携帯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車載 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

携帯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車載 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

携帯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車載 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

携帯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車載 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

携帯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車載 38 3 9 8 5 3 3 3 2 2

携帯 47 10 10 9 5 3 3 3 2 2

車載 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

携帯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車載 38 3 9 8 5 3 3 3 2 2

携帯 47 10 10 9 5 3 3 3 2 2

車載 38 3 9 8 5 3 3 3 2 2

携帯 47 10 10 9 5 3 3 3 2 2

車載 38 3 9 8 5 3 3 3 2 2

携帯 47 10 10 9 5 3 3 3 2 2

基地局 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

車載 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

携帯 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0

　　旧聖籠化学1・新発田消防10　予備として保管中の為、計上せず

指 令 電 話 ( 回 線 )

（１）　消防通信施設の状況

令和7年4月1日現在

指 令 台

報 知 電 話

デ ジ タ ル カ メ ラ

加 入 電 話 ( 回 線 )

専 用 電 話 ( 回 線 )

新 潟 県 防 災 行 政 無 線

フ ァ ク シ ミ リ

電 話 交 換 機

テ レ ホ ン サ ー ビ ス

内 線 電 話

Ａ Ｖ Ｍ 端 末 装 置

携 帯 電 話

衛 星 携 帯 電 話

医 療 端 末 情 報 装 置

統制波２

無
線
電
話

デ
ジ
タ
ル
波

活動波１

活動波２

活動波３

活動波４

主運用波１

主運用波２

主運用波３

主運用波４

主運用波５

主運用波６

主運用波７

統制波１

　新発田消防９０２　新発田署配備
　胎内消防９０１　　  胎内署配備
　聖籠消防９０１    　聖籠分署配備

統制波３

ア
ナ
ロ
グ
波

相互防災波

※車載型無線 ※卓上型 　新発田消防９０１　消防本部配備
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県 波 全 １ 全 ２ 全 ３ 防 災
基地局 10 〇
固定局 0.01 〇
基地局 2 〇
基地局 2 〇
基地局 10 〇
固定局 0.01 〇

新発田指令 31 移動局 10 〇
新発田指揮 1 車　載 10 〇
新発田消防 9 車　載 10 〇
新発田消防 11 車　載 10 〇
新発田指揮 11 携　帯 5 〇
新発田消防 21 携　帯 5 〇
新発田消防 30 携　帯 5 〇
新発田消防 34 携　帯 5 〇
新発田消防 35 携　帯 5 〇
新発田消防 36 携　帯 5 〇
新発田消防 37 携　帯 5 〇
新発田消防 38 携　帯 5 〇
新発田消防 39 携　帯 5 〇
新発田消防 40 携　帯 5 〇
新発田指揮 12 携　帯 5 〇

新発田タンク 11 携　帯 5 〇
新発田救助 11 携　帯 5 〇
新発田消防 901 卓　上 10 〇
新発田指揮 2 車　載 10 〇

新発田ポンプ 1 車　載 10 〇
新発田タンク 1 車　載 10 〇
新発田化学 1 車　載 10 〇
新発田救助 1 車　載 10 〇
新発田梯子 1 車　載 10 〇
新発田救急 1 車　載 10 〇
新発田消防 5 車　載 10 〇
新発田消防 8 車　載 10 〇
新発田指揮 12 携　帯 5 〇
新発田指揮 13 携　帯 5 〇

新発田ポンプ 11 携　帯 5 〇
新発田タンク 11 携　帯 5 〇
新発田化学 11 携　帯 5 〇
新発田救助 11 携　帯 5 〇
新発田梯子 11 携　帯 5 〇
新発田救急 11 携　帯 5 〇
新発田消防 20 携　帯 5 〇
新発田消防 33 携　帯 5 〇
新発田消防 902 卓　上 10 〇
聖籠タンク 1 車　載 10 〇
聖籠原液 1 車　載 10 〇
聖籠高所 1 車　載 10 〇
聖籠救急 1 車　載 10 〇

新発田消防 7 車　載 10 〇
聖籠タンク 11 携　帯 5 〇
聖籠原液 11 携　帯 5 〇
聖籠高所 11 携　帯 5 〇
聖籠救急 11 携　帯 5 〇
聖籠消防 20 携　帯 5 〇
聖籠消防 901 卓　上 10 〇

さくらタンク 1 車　載 10 〇
さくら救急 1 車　載 10 〇
さくら救急 2 車　載 10 〇

さくらタンク 11 携　帯 5 〇
さくら救急 11 携　帯 5 〇
さくら救急 12 携　帯 5 〇

（２）　無線設備

署所別 呼出名称 種　別 出力w デジタル波
アナログ波

新
　
発
　
田
　
消
　
防
　
署

聖
　
籠
　
分
　
署

さ
く
ら
分
署

基
地
局

新発田消防大峰山
〃

新発田消防胎内平
新発田消防赤谷

消
　
防
　
本
　
部

新発田消防本部
新発田消防

31



県 波 全 １ 全 ２ 全 ３ 防 災

豊浦タンク 1 車　載 10 〇

豊浦高所 1 車　載 10 〇

豊浦救急 1 車　載 10 〇

豊浦タンク 11 携　帯 5 〇

豊浦高所 11 携　帯 5 〇

豊浦救急 11 携　帯 5 〇

中央タンク 1 車　載 10 〇

中央救急 1 車　載 10 〇

中央救急 2 車　載 10 〇

中央タンク 11 携　帯 5 〇

中央救急 11 携　帯 5 〇

中央救急 12 携　帯 5 〇

川東タンク 1 車　載 10 〇

川東救急 1 車　載 10 〇

川東タンク 11 携　帯 5 〇

川東救急 11 携　帯 5 〇

胎内指揮 1 車　載 10 〇

胎内ポンプ 1 車　載 10 〇

胎内タンク 1 車　載 10 〇

胎内化学 1 車　載 10 〇

胎内救助 1 車　載 10 〇

胎内高所 1 車　載 10 〇

胎内救急 1 車　載 10 〇

胎内消防 6 車　載 10 〇

胎内指揮 11 携　帯 5 〇

胎内指揮 12 携　帯 5 〇

胎内ポンプ 11 携　帯 5 〇

胎内タンク 11 携　帯 5 〇

胎内化学 11 携　帯 5 〇

胎内救助 11 携　帯 5 〇

胎内高所 11 携　帯 5 〇

胎内救急 11 携　帯 5 〇

胎内消防 20 携　帯 5 〇

胎内消防 901 卓　上 10 〇

黒川タンク 1 車　載 10 〇

黒川救急 1 車　載 10 〇

黒川タンク 11 携　帯 5 〇

黒川救急 11 携　帯 5 〇

94 0 0 0 0 5

アナログ波
署所別 呼　出　名　称 種　別 出力w デジタル波

※デジタル波：消防波１・２、救急波１・２、主運用波、統制波１・２・３

　デジタル波の各無線設備は、チャンネル切替により全デジタル波使用可能。

豊
浦
出
張
所

中
央
分
署

川
　
東

出
張
所

胎
　
内
　
消
　
防
　
署

黒
　
川

出
張
所

合　　　　計
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１月 2月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 　計

1 2 0 2 1 1 4 2 2 1 2 2 20

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

523 460 445 467 505 475 563 594 552 498 459 558 6099

8 6 12 5 9 9 14 10 12 11 5 14 115

34 43 45 54 54 31 45 46 53 49 56 32 542

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 1 0 4

0 0 0 0 0 3 0 1 2 0 1 0 7

0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 1 0 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 2 3 3 3 3 2 7 3 3 3 4 37

0 1 2 0 0 0 0 1 0 4 1 2 11

22 17 24 17 8 17 24 21 26 19 5 9 209

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

589 531 531 548 582 541 654 684 651 586 535 622 7054

ＮＴＴ試験 32 52 36 32 41 25 56 14 40 50 32 28 438

問合わせ等 150 161 183 218 200 254 253 199 235 328 220 158 2559

182 213 219 250 241 279 309 213 275 378 252 186 2997

771 744 750 798 823 820 963 897 926 964 787 808 10051

（１）緊急ファクシミリ通報は、平成９年４月から実施。

（２）通報欄（※救急同時出動・※救助同時出動）は、件数に含まない。

（３）　緊急通報等受付状況

　（イ）災害別通報受付件数 令和6年1月1日～令和6年12月31日

種・月 ・別

火
 
災
 
通
 
報

1 1 9 番

警 察 電 話

加 入 電 話

緊急ファクシミリ

そ の 他 通 報

救
 
急
 
通
 
報

1 1 9 番

警 察 電 話

加 入 電 話

緊急ファクシミリ

そ の 他 通 報

救
 
助
 
通
 
報

1 1 9 番

警 察 電 話

加 入 電 話

緊急ファクシミリ

そ の 他 通 報

  小   計 ①

その他
１１９
番通報

  小   計 ②

  計  ①＋②

警
 
戒
 
通
 
報

1 1 9 番

警 察 電 話

加 入 電 話

緊急ファクシミリ

そ の 他 通 報
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　（ロ）通報内容別受付件数

１月 2月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 　計

1 2 0 2 2 2 4 2 3 1 3 2 24

565 509 502 526 568 515 622 650 617 558 520 605 6757

0 0 0 0 1 4 2 3 2 1 3 0 16

23 20 29 20 11 20 26 29 29 26 9 15 257

589 531 531 548 582 541 654 684 651 586 535 622 7054

0 0 1 1 6 9 3 5 1 7 2 2 37

18 24 17 21 18 19 16 23 24 23 9 16 228

164 189 201 228 217 251 290 185 250 348 241 168 2732

182 213 219 250 241 279 309 213 275 378 252 186 2997

771 744 750 798 823 820 963 897 926 964 787 808 10051

（通報手段別受付件数）

226 262 268 261 275 254 323 242 317 355 266 242 3291

318 267 264 287 338 331 396 408 361 358 294 336 3958

206 203 190 239 182 205 218 227 221 217 207 206 2521

750 732 722 787 795 790 937 877 899 930 767 784 9770

※「火災救急・救助以外の災害、事案」とは警戒、危険物漏洩、自火報鳴動等消防職員が119番通報

を受けて出動、出向する災害または事案を指す。この出動、出向の際の消防車等、緊急車の赤色灯

の点灯、サイレンの鳴動の有無は問わない。

※「その他」の通報には自衛消防訓練等に伴う訓練通報、問い合わせ、または「いたずら」「間違い」

が判然としない場合等、分類が不能・困難な通報も含まれる。

令和6年1月1日～令和6年12月31日

　　　種・月・別        

災
 
害
　
通
 
報

火 災

救 急

救 助

上 記 以 外 の
災 害

小 計

固　定　１　１　９

携　帯　１　１　９

Ｉ　Ｐ　１　１　９

　合　　　　　計

そ
の
他
の
通
報

い た ず ら

間 違 い 通 報

そ の 他

小 計

　合　　　　　計
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大　雨 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大　雪 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

暴風雪 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

暴　風 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

波　浪 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高　潮 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大　雨 0 0 0 0 0 0 4 1 3 0 1 0

洪　水 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0

大　雪 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

暴風雪 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

暴　風 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

波　浪 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大　雨 0 0 2 0 0 0 10 3 6 0 2 3

洪　水 0 0 0 0 0 0 6 2 5 0 0 0

強　風 10 6 11 2 2 1 4 0 4 2 7 13

波　浪 10 6 8 1 2 1 1 1 2 4 5 7

雷 11 5 10 2 1 9 10 13 9 8 6 8

乾　燥 0 0 1 2 3 0 0 0 0 1 0 0

濃　霧 12 4 3 5 1 3 3 0 1 10 10 2

大　雪 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

風　雪 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

着　雪 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雪　崩 4 4 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

低　温 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

融　雪 0 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0

霜 0 0 5 6 2 0 0 0 0 0 0 0

高　潮 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

60 28 56 19 11 14 39 21 31 25 31 33

区　　　分

（４）　気象警報等の発令状況

令和6年1月1日～令和6年12月31日

　 月

 計
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

特
　
別
　
警
　
報

0

0

0

0

0

0

54

6

8

警
　
　
　
　
報

9

3

0

1

0

1

合　　計 368

6

13

1

5

13

0

注
　
　
　
　
　
　
意
　
　
　
　
　
　
報

26

13

62

48

92

7
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合 計
(平 均)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月１０月１１月１２月

160

( 13 )

126

( 10 )

63

( 5 )

17

( 1 )

南
南
南
西

南 北 北 北
南
南
西

北 北
東
南
東

南
南
西

南
南
西

風
 
速

　最　大 20.4 21.4 25.5 27.7 19.3 25.1 11.8 20.5 14.2 16.4 17.0 25.3 20.8

(m/s)　平　均 2.7 3.0 2.7 3.4 2.5 2.5 2.3 2.8 2.1 2.1 2.5 3.0 3.5

　最　高 26.6 12.8 20.5 17.2 27.5 29.8 34.7 34.6 37.3 35.6 30.0 23.6 15.6

　最　低 7.4 -2.2 -1.3 -1.3 3.4 6.8 13.1 20.6 23.1 17.3 7.9 3.0 -1.1

（℃）

　平　均 15.1 3.8 4.5 5.6 14.0 17.5 22.5 26.3 28.1 24.9 18.7 11.3 4.2

　最　高 98.9 98.8 99.1 99.7 99.1 99.1 98.8 99.1 99.1 96.6 99.9 98.8 99.1

　最　低 40.3 44.9 43.3 30.2 29.7 19.4 26.3 55.2 50.8 47.2 42.4 37.7 56.1

(％)

　平　均 84.6 89.9 86.0 83.9 77.7 75.9 80.4 90.7 87.0 86.2 81.0 83.7 92.4

169.5 207.0 106.0 139.5 51.5 95.5 68.0 330.5 159.0 224.5 136.5 226.0 290.5

22.3 59.0 9.0 17.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 4.0

（５）　気　象　状　況

令6年1月1日～令和6年12月31日

　区　　　　分

天
 
 
 
 
 
　
候

快晴・晴 9 8 13 21 15 2

曇・薄曇 10 13 11 6 9 8 16 14

19 10 16 13 19 15

12

雨 9 6 4 3 7 1 6 4 7

11 8 8

0 9

最 多 風 向

気
　
温

8

雪(みぞれ) 3 2 3 0 0 0 0 0

3

0

5

湿
　
度

 総降雨量(m/m)

 総降雪量(cm)

0
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7 ．

（ 1 ） 令和６年の火災と前年比較

（ 2 ）

（ 3 ）

（ 4 ）

イ ．

ロ ．

ハ．

ニ．

（ 5 ）

（ 6 ）

（ 7 ）

（ 8 ）

（ 9 ）

（ 10 ）

要する防火対象物数

防火管理者選任等の状況

建築同意事務処理状況

用途別建築同意事務処理状況

月　 別火災件数

覚知別火災件数

防火対象物数（延面積１５０㎡以上）

消防用設備等の設置を要する

防火対象物数

消防用設備等の点検報告を

原因別火災件数

火 災 と 予 防

管内市町別火災の状況

月別出火件数と損害額

既往１０年間の火災状況

概　 況



令和６年 令和５年 増減（Ａ－Ｂ）

Ａ Ｂ Ｃ

件 29 31 △ 2 △ 6.5

建 物 〃 21 24 △ 3 △ 12.5

林 野 〃 1 △ 1 △ 100.0

車 両 〃 3 3 ――

船 舶 〃 ――

航 空 機 〃 ――

そ の 他 〃 5 6 △ 1 △ 16.7

( 爆 発 ) 〃 ――

棟 42 34 8 23.5

全 焼 〃 11 7 4 57.1

半 焼 〃 1 △ 1 △ 100.0

部 分 焼 〃 12 13 △ 1 △ 7.7

ぼ や 〃 19 13 6 46.2

㎡ 4,326.0 2,546.0 1,780.0 69.9

ａ 230 △ 230.0 △ 100.0

人 2 2

人 4 6 △ 2 △ 33

世　帯 25 9 16 177.8

全 損 〃 5 1 4 400.0

半 損 〃 2 1 1 100.0

小 損 〃 18 7 11 157.1

人 60 27 33 122.2

千　円 421,433 76,043 345,390 454.2

建 物 〃 411,551 76,041 335,510 441.2

林 野 〃 ――

車 両 〃 1,780 1,780 ――

船 舶 〃 ――

航 空 機 〃 ――

そ の 他 〃 8,102 2 8,100 405,000.0

( 爆 発 ) 〃 ――

件 2.2 2.3 △ 0.1 △ 4.3

損 害 額

出 火 率

　※出火率とは、人口１万人あたりの出火件数をいう。

建 物 焼 損 面 積

林 野 焼 損 面 積

死 者

負 傷 者

り 災 世 帯 数

り 災 人 員

焼 損 棟 数

（１）　令和６年の火災と前年比較

区 分 単　位 Ｃ／Ｂ×100％

出 火 件 数
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（２）　管内市町別火災の状況

（３）　月別出火件数と損害額

1

損 害 額 6,035 475 10,435 3,218 190,261 59

火 災 件 数 5 2 3 1 4

2,252

　　　　　　　　　　　　月別
　区分 7 8 9 10 11 12

損 害 額 4,617 180,580 23,410 91

6

火 災 件 数 2 3 3 2 3

　　　　　　　　　　　　月別
　区分 1 2 3 4 5

※損害額合計は、火災時の火災種別に全て含むもの。

（千円）

1.4

合 計 60 2 4 4,326.0 0 411,551 0 1,780

23,120 290 23,410

188,379 2.6

聖 籠 町 3 1 162.0

8,102 0 421,433 2.2

2.2

胎 内 市 13 1,731.0 182,175 1,610

206,256 170 3,218 209,644新 発 田 市 44 2 3 2,433.0

4,594

（千円） 出

火

率

建　物
（㎡）

林　野
（a）

建　物 林　野 車　両 その他 船舶 合　　計

0 42 11 0

　　　　　区分

市町別

り

災

人

員

死

者

負

傷

者

焼 損 面 積 火 災 損 害 額

12 19 25合 計 29 21 0 3

1 1 1聖 籠 町 2 1

5 2 180 5

1 10 2

1 1

建物 林野

16 19 3 2 14

胎 内 市 7 5 1

3 31 8 7

5 3 5 1 4

車両 船舶 計 全損 半損 小損

新 発 田 市 20 15 2

その他 計 全焼 半焼 部分焼 ぼや

　　　　　区分

市町別

火 災 件 数
爆発
件数

焼 損 棟 数 り 災 世 帯 数

計
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27 33 25 15 1 9 2 6

28 34 26 14 12 6 2

29 15 13 10 3 1 1

30 39 26 17 1 1 7 1 7 5

31・元 22 16 12 1 3 4 2

2 29 20 11 1 8 2 3 4

3 32 17 4 2 1 1 9 5 10

4 21 16 10 1 1 4 2 3

5 31 24 9 1 1 13 1 6

6 29 21 9 1 1 10 3 5

平均 28.5 20.4 11.1 0.6 0.3 0.1 0.1 0.3 0.1 7.8 0.4 3.3 4.4

27 38 10 2 11 15 23 6 1 16

28 44 19 1 9 15 27 9 1 17

29 25 10 1 5 9 10 4 1 5

30 58 19 3 11 25 25 10 2 13

31・元 32 10 1 10 11 14 2 12

2 34 12 1 8 13 15 3 1 11

3 31 10 6 15 11 3 8

4 32 8 1 11 12 24 5 19

5 34 7 1 13 13 9 1 1 7

6 42 11 12 19 25 5 2 18

平均 37.0 11.6 1.1 9.6 14.7 18.3 4.8 0.9 12.6 49 2,946.2 47.3 138,827

27 2,546 230 76,043

60 4,326 421,433

23 1,223 115 42,907

53 1,828 23 113,821

27 2,831 105,305

47 1,763 30 28,642

24 4,947 192,695

73 4,523 75 152,505

70 2,313 128,100

86 3,162 126,815

損

害

額
計

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

や

計

全

損

半

損

小

損 (㎡) (a)  (千円)

そ

の

他

　
区
分

　
　
　
　
　
　
年
別

焼 損 棟 数 り 災 世 帯 数 り

災

人

員

焼 損 面 積

建

物

林

野

旅

館

ホ

テ

ル

病

院

診

療

所

福

祉

施

設

学

校

文

化

財

　（４）既往10年間の火災状況

　イ．概　況

　
区
分

　
　
　
　
　
　
　
年
別

火 災 件 数

建 物
合

計

林

野

車

両

船

舶

航

空

機

そ

の

他

計

住

宅

共

同

住

宅

劇

場

物
品
販
売
店
舗
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放火

(

疑い含む）

27 33 2 4 2 4 4 8 4 5

28 34 1 2 1 3 1 3 1 6 12 4

29 15 1 1 2 2 1 1 4 2 1

30 39 4 2 3 2 9 9 10

31・元 22 1 1 1 2 4 3 9 1

2 29 4 9 2 4 6 4

3 32 6 2 1 1 6 7 9

4 21 1 1 3 1 4 5 6

5 31 2 4 1 3 2 1 1 4 7 4

6 29 2 1 2 7 13 4

平均 28.5 0.9 2.3 0.2 1.8 3.0 0.2 1.9 0.2 0.1 5.5 7.4 4.8

煙

道

・

煙

突

電

気

配

線

等

電

気

機

器

そ

の

他

不

明

火

あ

そ

び

こ

ん

ろ

（

疑

い

含

む
）

放

火

風

呂

か

ま

ど

ス

ト

ー

ブ

ラ

イ

タ

ー

マ

ッ

チ

　　ロ．原因別火災件数

　 原
　 因

 年
 別

計

た

ば

こ

た

き

火

（月）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

27 28 29 30 31・元 2 3 4 5 6 平均

たばこ

たき火

こんろ

放火

(疑い含む）

ストーブ

（件）

（年）
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27 33 1 2 3 7 7 2 1 1 1 4 1 3

28 34 5 2 4 4 3 3 3 4 1 2 1 2  

29 15 2 3 1 2 2 1 1 2 1

30 39 4 2 5 5 4 3 3 5 1 3 1 3

31・元 22 3 6 4 2 3 1 1 1 1

2 29 6 4 2 1 4 1 1 1 1 2 6

3 32 3 3 1 8 3 2 3 1 2 3 3

4 21 2 3 1 1 2 3 1 1 3 4

5 31 1 5 6 3 3 2 4 1 2 3 1

6 29 2 3 3 2 3 5 2 3 1 4 1

平均 28.5 2.8 2.0 3.0 3.9 2.9 2.4 2.4 2.0 1.3 1.9 1.8 2.1

20年

　　ハ．月別火災件数
　　　月別

年別
合計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

6

平均

（件）

（月）
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27 33 25 2 6

28 34 29 3 1 1

29 15 11 2 1 1

30 39 28 5 1 4 1

31.元 22 16 1 3 2

2 29 23 2 3 1

3 32 29 3

4 21 15 1 2 3

5 31 23 1 7

6 29 18 4 7

平均 28.5 21.7 1.3 1.7 0.1 3.5 0.2

　　ニ．覚知別火災件数

　　　覚知別

年別
合 計

火 災 報 知
専 用 電 話

一 般 加 入
電 話

警 察 専 用
電 話

駆 け 付 け 事 後 聞 知 そ の 他
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（５）　防火対象物数（延面積150㎡以上）
令和７年３月３１日現在

地上 地上

うち

総数 ５階 ５階 小計 地下

１階

未満 以上 以下

イ 9 9 9

ロ 99 99 99

イ 1 1 1

ロ 12 12 12

ハ

ニ 3 3 3

イ 5 5 5

ロ 140 139 1 140

263 263 263

イ 67 55 12 67 8

ロ 457 443 14 457 8

イ 93 90 3 93 2

ロ 64 64 64 1

ハ 121 121 121 1

二 4 4 4

130 126 4 130 5

20 20 20

イ

ロ 5 5 5

3 3 3

126 126 126 1

イ 855 849 6 855 2

ロ

イ 83 82 1 83

ロ

640 640 640 3

1,137 1,131 6 1,137 37

イ 250 240 10 250 3

ロ 86 85 1 86 1

16 16 16

4,689 4,631 58 4,689 72合計

（16）の2 地下街

（16）の3 準地下街

(17) 重要文化財

(14) 倉庫

(15) 前各号に該当しない事業場

(16)
特を有する複合用途防火対象物

上記以外の複合用途防火対象物

(13)
自動車車庫、駐車場

飛行機、回転翼航空機の格納庫

(8) 図書館、博物館、美術館の類

(9)
公衆浴場のうち蒸気浴場、熱気浴場の類

イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場

(10) 車両の停車場等

(11) 神社、寺院、教会の類

(12)
工場、作業場

映画スタジオ、テレビスタジオ

(7) 小、中、高、大学校、各種学校等

(3)
待合、料理店の類

飲食店

(4) 百貨店、マーケット展示場等

(5)
旅館、ホテル、又は宿泊所

寄宿舎、下宿、又は共同住宅

(6)

病院、診療所、助産所

老人短期入所施設、養護老人ホーム等

デイサービスセンター、保育所等

幼稚園、特別支援学校

防 火 対 象 物 の 区 分

(1)
劇場、映画館、観覧場

公会堂

(2)

キャバレー、カフェ、ナイトクラブの類

遊技場又はダンスホール

性風俗関連特殊営業を営む店舗の類

カラオケボックスその他遊興のための個室
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（６）　消防用設備等の設置を要する防火対象物数

令和７年３月３１日現在

イ 6 4 6 8

ロ 42 14 99 4 102

イ 2 2

ロ 12 5 1 7 1 13 1

ハ

ニ 3 1 3

イ 5 1 2 5

ロ 63 3 38 35 235

165 10 31 4 99 4 5 2 268 2

イ 123 1 4 24 2 26 23 65 1 1 7

ロ 93 1 7 2 30 54 45 1 3

イ 47 1 7 4 1 17 11 101 1 4

ロ 63 1 59 9 14 8 62

ハ 107 5 24 10 17 143

ニ 4 2 1 4

108 2 78 37 2 26 51 1

11 1 1 5 2 11

イ 2

ロ 3 1 4 5

1 1

8 44 1 1 5

イ 454 3 158 44 9 80 6 168 40 29 3

ロ

イ 17 2 7 1 1 10 1

ロ

295 2 70 1 4 35 1 118 17 10

243 2 3 75 8 61 9 25 195 7 5 2

イ 126 1 10 20 1 38 3 30 5 198 1 2

ロ 24 1 1 4 1 4 1 2 1 18 2

15 1 1 2 1

2,038 12 102 537 74 555 136 256 8 1,840 68 51 23合計

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

（16）の2

（16）の3

(17)

消

防

用

水

連

結

散

水

設

備

連

結

送

水

管

(1)

(2)

水
噴
霧
消
火
設
備
等

非

常

警

報

設

備

屋
外
消
火
栓
設
備

避

難

器

具

排

煙

設

備

誘

導

灯

　　　　消防
　　　　用設
　　　　備等

防火
対象
物

自
動
火
災
報
知
設
備

ガ
ス
漏
れ
火
災
報
知
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備

屋
内
消
火
栓
設
備

漏
電
火
災
警
報
設
備

(8)

動
力
消
防
ポ
ン
プ

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)
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（７）　消防用設備等の点検報告を要する防火対象物数

令和７年３月３１日現在

総数 （再掲）

１，０００㎡ １，０００㎡ 特　定　一

未 満 以 上 階　段　等

イ 8 4 4

ロ 122 110 12

イ 1 1

ロ 12 5 7

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗の類

ニ 3 3

イ 4 1 3

ロ 224 218 6 1

277 201 76 1

イ 79 53 26 3

ロ 381 333 48

イ 88 77 11 1

ロ 61 29 32

ハ 118 88 30 1

ニ 4 4

122 36 86

19 15 4

イ 2 2

ロ 6 5 1

2 2

101 94 7

イ 653 394 259

ロ

イ 96 89 7

ロ

584 435 149

920 737 183

イ 219 164 55

ロ 60 41 19

12 11 1

4,178 3,148 1,030 7合計

(16)の2 地下街

(16)の3 準地下街

(17) 重要文化財

(14) 倉庫

(15) 前各号に該当しない事業場

(16)
特を有する複合用途防火対象物

上記以外の複合用途防火対象物

(13)
自動車車庫、駐車場

飛行機、回転翼航空機の格納庫

(8) 図書館、博物館、美術館の類

(9)
公衆浴場のうち蒸気浴場、熱気浴場の類

イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場

(10) 車両の停車場等

(11) 神社、寺院、教会の類

(12)
工場、作業場

映画スタジオ、テレビスタジオ

(7) 小、中、高、大学校、各種学校等

(3)
待合、料理店の類

飲食店

(4) 百貨店、マーケット展示場等

(5)
旅館、ホテル、又は宿泊所

寄宿舎、下宿、又は共同住宅

(6)

病院、診療所、助産所

老人短期入所施設、養護老人ホーム等

デイサービスセンター、保育所等

幼稚園、特別支援学校

(2)

キャバレー、カフェ、ナイトクラブの類

遊技場又はダンスホール

カラオケボックスその他遊興のための個室

点検を要する防火対象物

防 火 対 象 物 の 区 分

(1)
劇場、映画館、観覧場

公会堂
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（８）　防火管理者選任等の状況
令和７年３月３１日現在

総 対物 選出 対物 選出 消届

任済 任済 防出

数 象数 届数 象数 届数 計済

画数

イ 6 5 5 1 3

ロ 161 55 47 106 62 44

イ 1 1

ロ 11 11 10 8

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗の類

ニ 3 3 3 3

イ 3 3 3 1

ロ 116 73 64 43 36 53

173 143 135 30 21 115

イ 46 46 44 37

ロ 23 22 9 1 1 6

イ 18 18 16 13

ロ 47 47 47 43

ハ 68 66 65 2 2 58

ニ 4 4 4 3

56 55 54 1 1 42

13 5 5 8 8 10

イ

ロ 3 2 2 1 1 1

56 43 33 13 7 8

イ 60 60 60 49

ロ

イ

ロ

6 6 6 5

115 102 93 13 10 69

イ 101 89 61 12 7 55

ロ 14 11 9 3 1 6

4 3 3 1 1 3

1,108 872 778 236 158 635

 

(17) 重要文化財

合計

(16)
特を有する複合用途防火対象物

上記以外の複合用途防火対象物

(16)の2 地下街

(16)の3 準地下街

(15) 前各号に該当しない事業場

(10) 車両の停車場等

(11) 神社、寺院、教会の類

(12)
工場、作業場

映画スタジオ、テレビスタジオ

(13)
自動車車庫、駐車場

飛行機、回転翼航空機の格納庫

(14) 倉庫

(7) 小、中、高、大学校、各種学校等

(8) 図書館、博物館、美術館の類

(9)
公衆浴場のうち蒸気浴場、熱気浴場の類

イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場

(4) 百貨店、マーケット展示場等

(5)
旅館、ホテル、又は宿泊所

寄宿舎、下宿、又は共同住宅

(6)

病院、診療所、助産所

老人短期入所施設、養護老人ホーム等

デイサービスセンター、保育所等

幼稚園、特別支援学校

(2)

キャバレー、カフェ、ナイトクラブの類

遊技場又はダンスホール

カラオケボックスその他遊興のための個室

(3)
待合、料理店の類

飲食店

甲種 乙種

法第８条該当対象物

防火対象物の区分

(1)
劇場、映画館、観覧場

公会堂
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令和６年４月１日～令和７年３月３１日

新　　　築 120 16 6 142

増　　　築 30 1 1 32

改　　　築 5 1 6

増　改　築 1 1

移　　　転

修　　　繕 2 2

模　様　替

用 途 変 更 3 3

仮　　　設

計 161 17 8 186

条件付
同　意

不同意

（９）　建築同意事務処理状況

　　　　　区分

 工事別

確　　　　認 許　　　可 計　画

通　知

取　扱

件　数同　意
条件付
同　意

不同意 同　意
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令和６年４月１日～令和７年３月３１日

イ 劇場、映画館、観覧場 1 1

ロ 公会堂、集会場 1 1 2

イ キャバレー、カフェ、ナイトクラブの類 1 1

ロ 遊技場またはダンスホール

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗の類

ニ カラオケボックスその他遊興のための個室

イ 待合、料理店の類

ロ 飲食店 5 5

百貨店、マーケット、展示場等 6 2 8

イ 旅館、ホテル又は宿泊所

ロ 寄宿舎、下宿又は共同住宅 4 1 4 1

イ 病院、診療所又は助産所 1 1

ロ 老人短期入所施設、養護老人ホーム等

ハ デイサービスセンター、保育所 2 2

ニ 幼稚園、特別支援学校

小、中、高、大学校、各種学校等 2 2

図書館、博物館、美術館の類

イ 公衆浴場のうち蒸気浴場、熱気浴場の類

ロ イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場

車両の停車場等

神社、寺院、教会の類 1 1

イ 工場、作業場 7 5 12

ロ 映画スタジオ、テレビスタジオ

イ 自動車車庫、駐車場 6 4 10

ロ 飛行機、回転翼航空機の格納庫

倉庫 8 3 1 12

前各号に該当しない事業場 23 2 2 26 1

イ 特を有する複合用途防火対象物 1 1

ロ 上記以外の複合用途防火対象物 1 1

アーケード

危険物製造所等 1 1

併用住宅 8 8

専用住宅 50 50

その他 36 36

計 161 16 9 181 4 1

(13)

(14)

(15)

(16)

(12)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

（10）　用途別建築同意事務処理状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　　　分

　用　途　区　分

構　造　別 階　　　数

木 造

及 び
その
他

準
耐火

耐火
構造

２階
以下

３階
４階

５階
以上
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8 ．

特別防災区域の概要

（ 1 ） 石油コンビナート等特別防災区域の概要

（ 2 ）

（ 3 ）

（ 4 ）

（ 5 ） 屋外タンク貯蔵所数

危険物施設と石油コンビナート等

市町別危険物製造所等施設数

類別危険物製造所等施設数

危険物製造所等の許可・完成検査・廃止届出数



　　　　広域　北陸地区広域共同防災協議会（１事業所が加盟）

　　　　　貯蔵量 91,260ｔ　　処理量 8,513千㎥N／日

　　　　高圧以外の可燃性ガス

　　　　　　　　　　　　　　 処理量 547,519千㎥N／日

　　３．共同防災組織

　　　　陸上　新潟東港東地区共同防災協議会

　　　　海上　新潟東港海上共同防災協議会

　　　　高圧ガス

　　　　第２種事業所　３事業所

　　２．危険物施設等（特定事業所）

　　　　危険物施設（石油類）

　　　　　屋外タンク貯蔵所　３２基

　　　　　移送取扱所　　　　　３施設（東西配管含む）

　　　　　一般取扱所　　　　１４施設

　　　　貯蔵量等

　　　　　貯蔵量 1,044,876KL   取扱量 190,081KL　　合計 1,234,957KL

     　　 高圧ガス施設

　　　　　高圧ガスタンク（５０ｔ以上）５基

　　　　　貯蔵量等

　　　　第１種事業所　３事業所　（レイアウト１事業所含む）

（１）　石油コンビナート等特別防災区域の概要

　　平成２１年４月　新潟東港石油コンビナート地区大容量泡放射システム配備完了。

　　令和７年３月３１日現在

　　地区名　新潟東港東地区　地区面積　3,699,508㎡

　　１．特定事業所
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（２）市町別危険物製造所等施設数
令和７年３月３１日現在

1,004 11 740 92 242 9 100 6 264 27 253 114 2 137

340 2 225 28 16 4 47 3 121 6 113 62 51

397 9 310 38 180 3 34 2 39 14 78 24 54

267 205 26 46 2 19 1 104 7 62 28 2 32

（３）類別危険物製造所等施設数
令和７年３月３１日現在

1,004 11 740 92 242 9 100 6 264 27 253 114 2 137

2 2 2

979 8 723 86 242 9 100 6 253 27 248 114 2 132

2 2 2

1 1 1

20 3 12 2 10 5 5
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第 一 類

屋

外

貯

蔵

所

計

貯 蔵 所
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（４）危険物製造所等の許可・完成検査・廃止届数
令和７年３月３１日現在

17 15 1 1 2 11 2 2

129 18 57 3 38 2 14 54 14 40

13 12 1 1 10 1 1

121 14 56 2 38 2 14 51 11 40

34 29 3 3 1 21 1 5 2 3

（５）屋外タンク貯蔵所数
令和７年３月３１日現在

        １００ｋL未満

        １００ｋL以上       ５００ｋL未満

        ５００ｋL 〃     １，０００ｋL 〃

    １，０００ｋL 〃     ５，０００ｋL 〃

    ５，０００ｋL 〃   １０，０００ｋL 〃

  １０，０００ｋL 〃   ５０，０００ｋL 〃

  ５０，０００ｋL 〃 １００，０００ｋL 〃

１００，０００ｋL 〃 ２００，０００ｋL 〃

２００，０００ｋL 〃 ３００，０００ｋL 〃

３００，０００ｋL 〃 ４００，０００ｋL 〃

  ４００，０００ｋL以上

計 242 242 22

6 6 6

4 4 4

2 2 2

15 15

10 10 10

146 146

59 59

廃 止 届

類 別
計 第 四 類 特 定 屋 外 タ ン ク

容 量 別

許

可

設 置

変 更

完
成
検
査

設 置

変 更
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．

・ ・

（ 1 ） （ 1 ）

（ 2 ） （ 2 ） 活動状況

（ 3 ） （ 3 ） 救助訓練実施状況

（ 4 ）  （ 4 ） 訓練施設の状況

（ 5 ） （ 5 ） 救助隊員数  

（ 6 ） 年齢 ・ 事故種別搬送人員状況 （ 6 ） 救助車両

（ 7 ） （ 7 ）

（ 8 ） 覚知別出場状況

月別 ・ 事故別出場状況

曜日別出場状況

時間別出場状況

過去５ヶ年の出場状況

収容所要時間別搬送人員状況 緊急消防援助隊登録数

9 救 急 ・ 救 助 等

救 急 救 助

令和６年出場状況と前年比較 令和６年出場状況と前年比較



事故

種別

区分

出場件数
6,862 16 0 10 342 93 51 946 12 63 576 116

６年 不 搬 送
987 15 0 8 91 3 4 116 5 24 5 112

搬送人員
5,894 1 0 2 265 90 48 832 7 39 572 4

出場件数
6,751 26 3 3 320 106 49 952 9 78 666 112

５年 不 搬 送
1,003 19 1 1 74 5 5 131 3 30 7 109

搬送人員
5,783 8 2 2 265 102 44 825 6 48 663 33,815

一
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負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

4,637

604

4,034

4,427

618
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搬

送

そ

 
の

 
他

（１）　令和６年出場状況と前年比較
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６年
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事故

種別

 区分

出 場 件 数 6,862 16 10 342 93 51 946 12 63 4,637 106

不 搬 送 987 15 8 91 3 4 116 5 24 604 102

搬 送 人 員 5,894 1 2 265 90 48 832 7 39 4,034 4
出 場 件 数 573 1 1 32 2 72 1 2 415 5
不 搬 送 88 1 1 12 8 1 2 55 5
搬 送 人 員 487 21 2 64 361
出 場 件 数 514 1 1 17 8 71 4 367 4
不 搬 送 79 1 1 4 10 3 56 4
搬 送 人 員 435 13 8 61 1 311
出 場 件 数 511 1 27 2 1 82 2 336 8
不 搬 送 72 1 7 9 44 7
搬 送 人 員 440 21 2 1 73 2 292 1
出 場 件 数 530 1 29 7 5 75 3 343 3
不 搬 送 63 1 3 1 6 2 46 3
搬 送 人 員 469 27 6 6 69 1 297
出 場 件 数 573 1 1 26 10 2 83 2 5 373 12
不 搬 送 86 1 11 7 1 3 51 12
搬 送 人 員 488 1 16 10 2 76 1 2 322
出 場 件 数 521 2 16 5 6 77 2 7 366 8
不 搬 送 60 2 2 9 2 36 8
搬 送 人 員 463 16 5 6 68 2 5 330
出 場 件 数 636 4 1 32 13 11 86 2 6 432 6
不 搬 送 89 4 1 10 11 1 3 52 6
搬 送 人 員 547 22 13 11 75 1 3 380
出 場 件 数 665 2 1 35 17 9 71 1 6 458 19
不 搬 送 99 2 11 1 1 9 57 17
搬 送 人 員 569 1 27 16 8 62 1 6 401 2
出 場 件 数 631 1 1 39 8 10 80 1 9 415 11
不 搬 送 92 1 9 1 12 3 54 11
搬 送 人 員 543 1 34 8 9 68 1 6 361
出 場 件 数 569 1 1 39 9 3 82 1 6 371 7
不 搬 送 90 1 1 10 1 12 3 53 7
搬 送 人 員 481 30 9 2 70 1 3 318
出 場 件 数 530 3 21 7 1 84 1 6 340 13
不 搬 送 76 3 6 12 1 2 38 13
搬 送 人 員 455 15 7 1 73 4 302
出 場 件 数 609 1 29 5 3 83 1 7 421 10
不 搬 送 93 1 6 1 1 11 1 1 62 9
搬 送 人 員 517 23 4 2 73 6 359 1

１２月
49

49

１１月
54
1

53

１０月
47 2

2
48

９月
55 1

1
55

８月
45 1

1
45

７月
43
1

42

６月
31 1

1
31

５月
58

58

４月
64
1

63

３月
48 4

4
48

２月
41

41

１月
41 1
2 1

39
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5 10
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急
 
 
病

そ の 他

転搬 医搬 そ
の
他院送 師送

（２）　月別・事故別出場状況
令和６年１月１日～令和６年１２月３１日
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事故

種別

月 1,076 1 2 46 11 1 144 2 9 754 11

火 1,028 5 2 41 15 3 131 8 697 18

水 980 2 3 43 23 6 144 2 5 640 15

木 943 3 1 59 15 8 110 1 10 644 9

金 981 3 60 14 2 131 11 643 15

土 936 2 1 57 14 14 131 2 10 625 14

日 918 1 36 1 17 155 5 10 634 24

6,862 16 0 10 342 93 51 946 12 63 4,637 106

35

計 576 10

91 4

加

 
 
 
害

自

損

行

為

急

 
 
 
病

そ の 他

転搬 医搬 そ

の

他

曜

日

別

106 2

94 3

83

102

65 1

（３）　曜日別出場状況

令和６年１月１日～令和６年１２月３１日

合

　
 
 
計

火

 
 
 
災

自

然

災

害

水

 
 
 
難

交

 
 
 
通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

区 分

院送 師送

1,076

1,028

980

943

981

936
918

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

月 火 水 木 金 土 日
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事故

種別

6,862 16 0 10 342 93 51 946 12 63 4637 106

０～２ 250 2 7 1 28 3 1 196 7

２～４ 231 3 3 2 18 3 2 190 6

４～６ 281 7 39 1 224 9

６～８ 481 3 15 1 82 5 368 6

８～10 878 1 1 46 15 4 123 9 608 7

10～12 917 3 1 49 25 12 117 9 527 6

12～14 790 2 51 13 11 94 1 4 493 11

14～16 734 1 4 52 15 10 107 1 7 430 11

16～18 734 2 1 45 13 7 102 5 456 11

18～20 691 1 42 5 7 103 1 10 479 15

20～22 518 16 81 2 5 390 11

22～24 357 1 9 3 52 1 5 276 64

91 1

28

13

5

4

1

時

間

別

内

訳

1

1

63

92 4

165 3

109 1

計 576 10

加

　
　
　
害

自

損

行

為

急

　
　
　
病

そ の 他

転搬 医搬 そ

の

他

（４）　時間別出場状況
令和６年１月１日～令和６年１２月３１日
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事故

種別

区分

出 場 件 数 5,491 21 7 330 66 27 805 17 53 580 91

不 搬 送 618 17 3 69 4 79 9 19 85

搬 送 人 員 4,898 5 4 281 62 27 726 8 34 580 7

出 場 件 数 5,817 22 2 14 320 107 32 768 16 63 610 86

不 搬 送 675 20 5 64 6 1 71 5 26 3 81

搬 送 人 員 5,167 2 2 9 279 101 31 698 11 37 607 5

出 場 件 数 6,595 18 1 9 343 85 46 914 12 59 639 133

不 搬 送 1,034 11 0 5 88 3 6 130 3 21 3 120

搬 送 人 員 5,606 12 1 4 284 82 40 785 10 38 637 13

出 場 件 数 6,751 26 3 3 320 106 49 952 9 78 666 112

不 搬 送 1,003 19 1 1 74 5 5 131 3 30 7 109

搬 送 人 員 5,783 8 2 2 265 102 44 825 6 48 663 3

出 場 件 数 6,862 16 10 342 93 51 946 12 63 576 116

不 搬 送 987 15 8 91 3 4 116 5 24 5 112

搬 送 人 員 5,894 1 2 265 90 48 832 7 39 572 4

令和６年

搬送人員 4,898 5,167 5,606 5,783 5,894

年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

出場件数 5,491 5,817 6,595 6,751 6,862

６年

4,637

604

4,034

４年

4,336

644

3,700

５年

4,427

618

3,815

３年

3,777

393

3,385

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

２年

3,494

333

3,164

（５）　過去５ヶ年の出場状況

令和２年～令和６年１２月３１日
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（６）　年齢・事故種別搬送人員状況

事  故

種　別

  年　齢

合　　 　　計 5,894 1 0 2 265 90 48 832 7 39 4,034 572 4

　新　　生　　児
　 （２８日まで）

16 2 14

　乳    幼    児
 （２９日から
    満７歳未満）

229 3 39 159 28

　少　　　　　年
 （満７歳から
   満１８歳未満）

189 1 22 32 28 5 93 7 1

　成　　　　　年
 （満１８歳から
   満６５歳未満）

1,436 1 142 72 15 147 6 28 882 140 3

　高　　齢　　者
 （満６５歳以上）

4,024 1 98 18 1 618 1 6 2,898 383

令和６年１月１日～令和６年１２月３１日
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収容所要

時　　間 合　　計

搬送人員 5,894

覚　 知　 別 合　　計

件　　　　数 6,862

比 率 （％） 100

　　　収容所要時間別搬送人員調 　　覚知別出場状況

47.4% 43.0% 6.1% 2.7% 0.5% 0.3%

23

（８）　覚知別出場状況

令和６年１月１日～令和６年１２月３1日

１１９番
携帯電話
(119番)

一般電話 警察電話 駆け込み その他

3,252 2,950 418 182 37

11

（７）　収容所要時間別搬送人員調

令和６年１月１日～令和６年１２月３1日

覚知から医療機関等に収容するに要した時間

10分未満
10分以上
20分未満

20分以上
30分未満

30分以上
60分未満

60分以上
120分未満

120分
以　上

101 1,030 4,174 578

１１９番, 
3,252

携帯電話

(119番), 
2,950

一般電話, 
418

警察電話, 
182

駆け込み, 
37

その他, 23１０分未満, 
10分以上

101

20分以上
1030

30分以上
4174

60分以上
578

120分以上 11
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出　動　件　数

活　動　件　数

出　動　件　数

活　動　件　数
7 6 329 7 1 1 1

12 35

６年
40 9 1 1 4 8 31 94

3 5 10

1 2 10

５年
1 37

建
　
　
物

建
　
　
物

以
　
　
外

1 9

3

建

物

等

に

よ

る

事

故

破

裂

事

故

そ

の

他

計

9839

救　助

（１）　令和６年出場状況と前年比較

年
　
 

別

火　　災
　　　事故種別

交

通

事

故

水

難

事

故

風

水

害

等

自

然

災

害

事

故

機

械

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

　区　分

98

35

94

32

0

20
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60

80

100

120

出動件数 活動件数

令和５年、令和６年比較表

R5

R6
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出　動　件　数

活　動　件　数

救　助　人　員

出　動　人　員

出　動　車　両

出動件数（事故種別）

2 10 17 83 254

32 52 212 713

105 33 4

305 97 11 4

1 1 8 6 35

1 7 6 32

10 7 2

9 7 1 1

1 4 8 31 94

　区　分

40 9 1

破

裂

事

故

そ

の

他

計建
　
　
物

建
　
　
物

以
　
　
外

(２)　活動状況

令和６年１月１日～令和６年１２月３１日

火　　災　　　事故種別

交

通

事

故
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難
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故
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水

害
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然

災

害

事

故

機

械

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

交通, 40

建物, 8
水難, 9

火災, 0

自然, 1

機械, 1

ガス, 4

その他, 31

交通

建物

水難

火災

自然

機械

ガス

その他

60



救助訓練内容別

5.4 4.5

１回当り実施時間

1.3 1.1 1.4 1.1 1.4 1.5 1.4

１回当り参加人員

4.3 3.8 3.6 4.0 4.7

402 95

実施延べ時間

524 195 7 84 97 111 30

74 21

実施延べ人員

1,794 647 18 306 326

5

実施延べ回数

418 172 76 70

（３）　救助訓練実施状況

令和６年１月１日～令和６年１２月３１日

　　　　　訓練内容
合

計

体

力

練

成

訓

練

ロ

ー

プ

基

本

・

応

用

訓

練

検

索

救

助

訓

練

各

種

救

助

器

具

取

扱

訓

練

各

種

救

助

事

象

想

定

訓

練

そ

の

他

の

訓

練
　回数など

体力錬成訓練, 172, 

41%

ロープ基本・応用訓練

5, 1%

検索救助訓練, 76, 

18%

各種救助器

具取扱

訓練, 70, 
17%

各種救助事

象想定訓練, 

74, 18%

その他の訓練, 21, 

5%
体力錬成訓練

ロープ基本・応用訓練

検索救助訓練

各種救助器具取扱

訓練

各種救助事象想定訓練

その他の訓練
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施　　設　　名

（５）救助隊員数

救助隊員数(第３条)

　　　　３４名

救助隊員数(第４条)

　　　　２４名

山岳救助隊員数

　　　　２７名

水難救助隊員数

　　　　２７名

（６）特殊車両

車　　　　　名 車　種

Ｈ３０年
救　助　工　作　車 日　野 5.5ｔ(照明・クレーン・ウインチ付)

２ＫＧ-ＧＸ２ＡＢＡ

多目的消防ポンプ車 日　野
Ｒ　３年 １３ｍブーム付　900L水槽

ＣＡＦＳ装置２ＫＧ-ＦＥ２ＡＢＡ

救　助　工　作　車 日　野
Ｈ１９年

5.5ｔ（照明・クレーン・ウインチ付）
BDG－GX7JGWA改

年　・　形式 備　　　　　　　　　　考

多目的消防ポンプ車 日　野
Ｒ　２年 １３ｍブーム付　900L水槽

ＣＡＦＳ装置２ＫＧ-ＦＥ２ＡＢＡ

は し ご 自 動 車 日　野
Ｈ　８年

３０ｍ級　起伏角度―10～75°
ＫＣ－ＰＲ４ＦＯＦ

　　　　２７名

専　　　　　任 兼　　　　　任

　　　　２７名

　　　　２４名

専　　　　　任 兼　　　　　任

専　　　　　任 兼　　　　　任

（４）訓練施設の状況

構　　　　　　　　　　　　　　　造

訓　　練　　塔
・鉄　骨　造　り　　　　高さ：１７m

　　　　　　　　　　　　４m×５m　踊り場付

令和7年4月1日

専　　　　　任 兼　　　　　任

補 助 訓 練 塔

１、単管パイプ造り　　　高さ：１０m

　　　　　　　　　　        ７．５m×６．５m　踊り場付

２、単管パイプ造り　　　高さ：７．６m

　　　　　　　　　　　　５．６m×２．８m　踊り場付

　　　　３６名
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（７）緊急消防援助隊登録数

登　録　隊 登録隊員数

特殊災害小隊
（大型化学高所車）

３名

救助小隊 ５名

救急小隊  ６名

消火小隊
新発田化学１、新発田タンク１
中央タンク１、黒川タンク１

 ８名

聖籠高所１

胎内救助１

新発田救急１、胎内救急１

登録車両

　消火小隊　４隊　　　平成１６年度（化学消防車・新発田消防署）

　　　　　　　　　　　平成１７年度（水槽付消防ポンプ車・新発田消防署）

　　　　　　　　　　　平成１８年度（水槽付消防ポンプ車・中央分署）

　　　　　　　　　　　平成２１年度（水槽付消防ポンプ車・黒川出張所）

　特殊災害小隊　１隊　平成２６年度（大型化学高所放水車・聖籠分署）

　救助小隊　１隊　　　平成２０年度（救助工作車・胎内消防署）

　　　　　　　　　　

　救急小隊　２隊　　　平成１８年度（災害対応特殊救急車・新発田消防署）

　　　　　　　　　　　平成２６年度（災害対応特殊救急車・胎内消防署）
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． 消　防　団　関　係

（ 1 ）

（ 2 ）

（ 3 ）

（ 4 ）

（ 5 ）

（ 6 ） 市町別消防水利状況

10

市町別消防予算

市町別消防団員諸手当

市町別消防団員数

市町別消防団員年数調

市町別消防車両等台数



 区  分

市町別

新発田市

胎 内 市

聖 籠 町

（２）　市町別消防団員諸手当

区  分

市町別

新発田市

胎 内 市

聖 籠 町

 階級別

市町別

計

新発田市

胎 内 市

聖 籠 町 216

54 433

265 253 1 2 7 4

650 552 1 2 4 13 14 31

23

1,458

1,225 1,115 1 4 17 27 83 174 809

2,140 1,920 3 8 4 37 45 114 251

令和７年４月１日現在

定員数
団 員

実 員 数 団 長 副 団 長 方面隊長 分 団 長 副分団長 部 長 班 長 団 員

2,800 2,800

（３）　市町別消防団員数

2,800 2,800 5,000 2,100

2,400 2,000 1,000

8,000/日
4,000/4h未満

2,400

8,000/日
4,000/4h未満

2,100

（単位 ： 円）

火 災
出 動 手 当

警 戒
出 動 手 当

訓 練
出 動 手 当

機 関 手 当 そ の 他

0.2

435.0 379.7 35.1 20.2 4.9 4.4 0.5

943.9 585.5 46.5 311.9 4.9 4.7

1,715.8 1490.4 116.0 109.4 3.5 3.1 0.4

令和７年４月１日現在

（１）　市町別消防予算
　令和７年４月１日現在

（単位 ： 百万円）

消 防 費
当　  初
予 算 額

内　　　　　　　　　　訳 一 般 会 計 予 算 に 占 め る
消 防 予 算 比 率 （ ％ ）常　  備

消 防 費
非 常 備
消 防 費

そ の 他
令和７年度 前 年 度 比　 較
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　　　　　 年数別

市町別

計

新 発 田 市

胎 内 市

聖 籠 町

　　　　　 区  分

市町別

計

新 発 田 市

胎 内 市

聖 籠 町

　　　　　 区  分

市町別

計

新 発 田 市

胎 内 市

聖 籠 町 531 470 39 0 8 14

1,057 789 240 23 3 2

2,157 1,707 335 93 22 0

3,745 2,966 614 116 33 16

（６）　市町別消防水利状況

令和７年４月１日現在

計 消 火 栓 防火水槽 防火井戸 プ ー ル そ の 他

122 1 51 70 0

48 5 21 22 0

296 10 149 137 0

126 4 77 45 0

9 4

（５）　市町別消防車両等台数

令和７年４月１日現在

計
普　 　 通
消防自動車

積　載　車
小　  　型
動力ポンプ

そ　の　他

253 35 57 70 47 31

552 79 115 129 96 72 44 17

1,115 164 277 252 182 138

1,920 278 449 451 325 241 123 53

70 32

（４）　市町別消防団員年数調

令和７年４月１日現在

計
団 員

５年未満
５年～

　　９年
１０年～
　１４年

１５年～
　１９年

２０年～
　２４年

２５年～
　２９年

３０年以上
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✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣
✣ ✣

火災の問い合わせ（テレホンサービス）
（０２５４）　２２－０９９９

ＦＡＸ （０２５４）　２６－６６９０　（消防本部）

（０２５４）　２３－９１１９　（指令課）

ホームページ https://www.shibata-kouiki.jp/119/

✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣

（０２５４）　２２－８０９６　（予防課）

▲新発田城（国重要文化財）

✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣✣

令和６年版　消　防　年　報

令 和 ７年 刊 行

編　集 新発田地域広域事務組合消防本部

〒９５７－００６３　新潟県新発田市新栄町１丁目８番３１号

電　話 （０２５４）　２２－１１１９　（代表・指令課）

（０２５４）　２２－３７８９　（総務課）

（０２５４）　２２－９０７３　（警防課）
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